
「
海
の
古
墳
」
研
究
の
意
義
、
限
界
、
展
望
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魚

津

口矢

克

門
要
約
】
　
本
論
文
で
は
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
と
深
い
関
連
を
も
つ
脈
絡
に
よ
り
、
海
の
近
く
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
」
で
あ
る
「
海
の
古
墳
」

を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
と
限
界
、
そ
し
て
展
望
を
示
す
。
ま
ず
、
研
究
の
意
義
と
し
て
、
首
長
墳
の
立
地
論
や
、
海
浜
部
の
複
合
生
産
型
臨
海
集
落
と

の
関
連
、
北
方
・
爾
方
の
海
蝕
洞
穴
塞
や
海
岸
墓
に
も
視
点
が
広
が
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
続
い
て
、
「
規
模
」
「
立
地
」
「
海
岸
線
と
前
織
部
の
向
き
と
の

関
係
扁
と
い
う
三
項
目
で
の
分
類
案
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
集
団
構
成
員
か
ら
支
配
者
層
に
至
る
ま
で
、
地
域
や
時
期
の
傾
向
を
持
っ
て
築
造
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
一
方
、
研
究
の
限
界
も
存
在
し
て
い
る
。
門
海
の
近
く
」
が
曖
昧
で
あ
り
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
し
も
切
り
分
け

が
難
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
打
開
案
を
示
し
た
が
、
多
く
の
分
析
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
古
墳
時
代
の
生
業
や
生
産
の
あ
り
方
や
、
王
権
の
統
治
原

理
や
一
般
の
生
活
論
理
を
知
る
重
要
な
糸
口
が
、
「
海
の
古
墳
」
か
ら
見
え
て
く
る
。
古
代
世
界
全
体
へ
と
、
研
究
の
展
望
が
ひ
ろ
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
一
〇
〇
巻
一
号
二
〇
一
七
年
一
月

序

章

　
日
本
の
古
墳
の
中
に
は
、
海
岸
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
次
章
以
降
で
示
す
よ
う
に
、
列
島
の
各
地
に
類
例
を
青
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

せ
る
。
そ
の
代
表
例
で
あ
る
兵
庫
県
神
戸
市
五
色
塚
古
墳
（
第
1
図
）
は
、
海
と
の
つ
な
が
り
を
強
烈
に
印
象
づ
け
る
、
ま
さ
に
圧
巻
の
立
地

だ
が
、
海
を
見
わ
た
せ
る
位
置
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
は
、
列
島
各
地
に
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
古
墳
が
、
人
類
史
上
で
も
異
例
の
、
政
治
的
秩
序
を
記
念
物
と
し
て
明
示
す
る
仕
組
み
の
所
産
、
す
な
わ
ち
「
統
治
の
た
め
の
墳
墓
」
な
ら
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轟
鑛

第1図　五色塚古墳と大阪湾

ば
、
古
墳
の
立
地
も
、
そ
の
仕
組
み
と
不
可
分
で
あ
る
。
先
述
し
た
強

烈
な
印
象
は
、
決
し
て
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
だ
け
の
、
過
去
へ
の
一
方

向
的
な
思
い
込
み
で
は
な
い
。
同
じ
景
観
の
な
か
に
存
在
す
る
と
き
、

現
在
と
過
去
と
の
対
話
の
扉
は
、
ゆ
っ
く
り
と
開
き
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
海
岸
近
く
に
位
置
す
る
と
み
な
さ
れ
る
「
海
の
古
墳
」
そ

の
も
の
や
、
関
連
す
る
資
料
の
実
証
的
な
分
析
は
、
古
墳
時
代
の
社
会

や
文
化
に
対
す
る
理
解
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
し
か
し
、

現
地
で
の
印
象
が
あ
ま
り
に
も
強
烈
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
推
測
を
極
力

排
除
し
た
形
で
、
冷
静
な
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
容
易
で
な
い
の

も
事
実
で
あ
る
。
思
念
の
渦
潮
に
溺
れ
ず
、
資
料
的
な
限
界
を
限
界
と

し
て
わ
き
ま
え
、
そ
の
上
で
、
学
問
的
な
展
望
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
観
点
に
立
ち
、
第
一
章
で
「
海
の
古
墳
」
の
概
念

が
持
つ
研
究
史
上
の
意
義
を
示
す
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
の
内
容
を
ふ

ま
え
た
「
海
の
古
墳
」
の
構
成
を
第
二
章
で
概
観
す
る
。
一
方
、
「
海

の
古
墳
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
定
義
上
の
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
考
古
学
的
な
方
法
で
「
海
の
古
墳
」
の
研
究
を
お
こ
な
う

上
で
は
、
限
界
が
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
第
三
章
で
示

す
。
最
後
に
、
そ
の
限
界
を
認
識
し
た
上
で
、
今
後
の
研
究
に
ひ
ら
か
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れ
て
い
る
展
望
を
、
第
四
章
に
て
提
示
す
る
。

　
①
丸
山
潔
・
平
圏
朋
子
（
編
）
『
史
跡
五
色
塚
古
墳
小
壼
古
墳

　
復
一
兀
整
備
報
出
口
舐
口
㎞
紬
且
戸
市
蜘
搬
目
委
昌
ハ
ム
筑
、
　
二
〇
〇
山
ハ
年
。

発
掘
調
査
・

②
福
永
伸
哉
「
日
歓
墳
丘
墓
く
ら
べ
」
『
歴
博
幅
第
一
九
七
号
、
エ
○
　
六
年
。
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第
【
章
　
研
究
史
に
お
け
る
「
海
の
古
墳
」
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
「
海
の
古
墳
」
は
、
付
け
ら
れ
た
名
称
こ
そ
様
々
で
あ
る
が
、
研
究
史
上
の
早
い
段
階
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、

概
観
し
、
そ
の
中
で
示
さ
れ
た
「
海
の
古
墳
」
の
意
義
を
論
じ
る
。

先
行
研
究
を

一
　
瀬
戸
内
海
の
「
海
の
古
墳
」
一
政
治
・
社
会
体
制
へ
の
ま
な
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
九
五
〇
年
代
、
す
で
に
近
藤
義
郎
が
、
岡
山
県
牛
窓
湾
を
取
り
巻
く
前
方
後
円
墳
や
群
集
墳
に
着
目
し
て
い
る
。
近
藤
は
、
「
農
業
生
産

の
発
達
を
望
む
べ
く
も
な
い
こ
の
地
方
に
築
造
さ
れ
た
」
、
全
長
五
〇
メ
ー
ト
ル
～
九
〇
メ
ー
ト
ル
規
模
の
前
方
後
円
墳
の
背
景
に
、
「
倭
政

権
」
の
朝
鮮
半
島
南
部
の
進
出
に
あ
た
っ
て
の
「
内
海
航
路
の
安
全
と
補
給
」
を
見
出
し
た
。
こ
こ
で
明
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
近
藤
が
、

漁
業
や
製
塩
と
い
っ
た
地
域
内
で
営
ま
れ
る
生
産
活
動
と
の
関
連
性
や
、
「
家
父
長
家
族
の
成
立
」
を
後
期
群
集
墳
の
築
造
背
景
と
評
価
す
る

場
合
の
整
合
性
に
対
し
て
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
つ
づ
い
て
、
西
川
宏
ら
が
瀬
戸
内
海
全
域
を
概
観
し
、
海
と
の
関
連
が
深
い
古
墳
を
抽
出
し
た
。
西
川
ら
は
、
瀬
戸
内
海
北
側
一
帯
、
ま
た

南
側
の
一
部
の
海
岸
や
島
填
に
立
地
す
る
前
期
古
墳
に
つ
い
て
、
「
付
近
に
は
湾
入
や
小
島
の
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
港
湾
や
泊
地
と
し
て
の
機

能
を
十
分
に
は
た
す
よ
う
な
地
で
も
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
「
沿
岸
の
拠
点
は
瀬
戸
内
航
路
上
の
中
継
基
地
的
性
格
を
も
つ
」

も
の
で
あ
り
、
沿
岸
拠
点
の
盛
衰
は
対
外
軍
事
活
動
と
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
そ
の
数
年
後
、
間
壁
忠
彦
も
瀬
戸
内
海
を
対
象
に
論
じ
て
い
る
。
間
壁
は
、
牛
窓
湾
、
岡
山
平
野
南
部
、
香
川
県
津
田
湾
、
山
口
県
熊
毛
半



島
に
お
け
る
類
例
を
丁
寧
に
紹
介
し
つ
つ
、
「
地
域
勢
力
の
内
海
に
対
す
る
意
欲
と
大
和
政
権
の
内
海
支
配
の
両
面
に
関
係
し
た
も
の
」
と
結

論
付
け
る
。
こ
の
点
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
襲
す
る
も
の
の
、
岡
山
県
高
島
や
香
川
県
荒
神
島
で
認
め
ら
れ
る
海
上
祭
祀
と
の
関
連
性
も
同
時

に
指
摘
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
の
海
浜
や
島
嗅
に
お
び
た
だ
し
い
数
で
出
現
す
る
後
期
古
墳
を
「
土
器
製
塩
を
含
め
た

海
浜
生
産
に
従
事
す
る
集
団
の
築
造
」
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
吉
備
の
「
後
期
の
い
ち
じ
る
し
い
沿
岸
古
墳
」
を
児
島
屯
倉
と
の

関
連
で
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
大
和
政
権
の
内
海
航
路
支
配
」
が
前
半
期
古
墳
の
時
期
と
後
期
古
墳
の
時
期
と
で
は
質
的
な

転
換
を
示
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
高
ま
っ
て
き
た
、
瀬
戸
内
海
地
域
を
対
象
と
し
た
前
期
・
中
期
の
首
長
墳
立
地
論
は
、
西
谷
真
治
や
山
本
三
郎
の
論
考
へ
と
受

　
　
　
　
　
　
⑤

け
継
が
れ
て
い
く
。
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一一

坙
{
海
の
「
海
の
古
墳
」
i
地
理
特
性
と
交
易
流
通
へ
の
ま
な
ざ
し

　
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
日
本
海
側
に
も
臨
海
に
立
地
す
る
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。
森
浩
～
は
、
復
元
さ
れ
る
潟

湖
の
分
布
と
、
首
長
墓
の
分
布
が
強
い
相
関
を
示
す
と
指
摘
し
、
日
本
海
～
帯
で
の
複
合
的
生
業
の
確
立
、
海
上
交
通
に
よ
る
交
易
の
進
展
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

遠
隔
地
交
流
に
立
脚
し
た
政
治
権
力
の
形
成
を
説
い
た
。
こ
れ
は
、
丹
後
を
代
表
す
る
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
、
京
都
府
京
丹
後
市
網
野
銚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

子
山
古
墳
や
神
明
山
古
墳
が
、
と
も
に
古
代
の
潟
湖
に
接
す
る
と
の
指
摘
を
、
日
本
海
側
一
帯
に
敷
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
潟
を
維
持
し
、

そ
こ
で
の
港
の
機
能
を
も
維
持
し
つ
づ
け
る
に
は
、
土
木
技
術
と
そ
れ
に
動
員
で
き
る
労
働
力
、
さ
ら
に
そ
の
労
働
力
を
組
織
し
運
営
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

政
治
勢
力
か
政
治
体
制
、
さ
ら
に
は
そ
の
労
働
力
を
支
え
る
経
済
力
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
い
う
｝
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
複
合
的
生

業
と
交
通
の
進
展
、
そ
し
て
交
易
に
立
脚
し
た
政
治
権
力
の
形
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
着
目
し
た
点
は
ま
さ
に
卓
見
で
あ
る
。
日
本
海
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

地
域
の
特
性
に
着
目
す
る
視
点
は
、
高
橋
浩
二
、
大
賀
克
彦
、
伊
藤
雅
文
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。
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三
　
一
九
八
O
年
代
以
降
の
動
向

182 （182）

　
（
【
）
　
臨
海
の
生
産
遺
跡
の
調
査
成
果
と
遺
物
研
究
の
進
展

　
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
を
示
す
考
古
資
料
が
充
実
し
た
。
～
九
八
○
年
前
後
か
ら
、
福
岡
県
福
岡
市
海

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
中
道
遺
跡
、
和
歌
山
県
和
歌
山
加
西
庄
遺
跡
、
愛
知
県
東
海
市
松
崎
遺
跡
と
い
っ
た
、
製
塩
・
漁
携
に
加
え
鉄
器
製
作
（
鍛
冶
）
や
骨
角
器

製
作
と
い
っ
た
多
様
な
生
産
を
展
開
す
る
、
海
浜
部
の
複
合
生
産
型
集
落
が
調
査
・
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
は
じ
め
、
古
墳
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
漁
携
・
製
塩
に
関
連
す
る
考
古
資
料
の
全
国
的
な
集
成
が
な
さ
れ
、
新
た
な
古
墳
時
代
地
域
社
会
像
の
提
示
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
｝
方
で
、
遺
物
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
進
展
し
た
。
山
中
英
彦
に
よ
る
、
漁
具
副
葬
の
背
景
に
つ
い
て
の
論
考
が
そ
の
噛
矢
で
あ
る
。

山
中
は
そ
の
後
も
、
福
岡
県
北
九
州
市
陰
ハ
島
古
墳
群
な
ど
の
島
撰
部
の
様
相
を
丹
念
に
分
析
し
つ
つ
、
漁
具
副
葬
古
墳
と
海
人
集
団
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
つ
い
て
論
考
を
深
め
て
い
く
。

　
（
二
）
　
近
年
の
研
究
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
資
料
の
充
実
に
よ
り
、
研
究
に
も
新
視
角
が
ひ
ら
か
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
関
東
・
東
北
の
海
蝕
洞
穴
播
葬
、
ま
た
南
西
諸
島
に
お
け

る
海
岸
墓
葬
に
つ
い
て
も
視
点
が
広
が
り
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
「
海
の
古
墳
」
の
内
容
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
広
瀬
和
雄
は
、
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

湾
を
取
り
巻
く
大
型
前
方
後
円
墳
の
配
置
に
着
目
し
、
そ
の
影
響
を
関
東
地
方
南
部
の
首
長
墓
に
も
見
出
し
、
さ
ら
に
「
海
浜
型
前
方
後
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

墳
」
と
し
て
全
国
へ
と
敷
署
し
た
。
～
方
、
地
域
内
の
社
会
的
特
性
や
地
域
間
の
交
流
関
係
の
特
徴
を
示
す
考
古
資
料
を
見
極
め
つ
つ
、
各
地

の
「
海
の
古
墳
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
会
（
「
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
」
）
も
、
各
地
の
研
究
者
に
よ
る
双
面
・
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

力
の
も
と
、
二
〇
＝
年
よ
り
年
～
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
時
期
や
形
態
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
以
上
の
人
間
活
動
と
密
接
に
関
連
す
る
形
で
、
九
州
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か



「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津）

け
て
の
広
い
範
囲
の
沿
岸
部
で
、
多
く
の
古
墳
が
海
の
近
く
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
倭
系
古
墳
」
の
中
に
も
、
「
海
の
古
墳
漏
と
呼
べ
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

四
　
小

結

朝
鮮
半
島
に
存
在
す
る

　
以
上
に
示
し
た
研
究
の
流
れ
か
ら
、
「
海
の
古
墳
」
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
、
大
き
く
次
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
古
墳
の
立
地
を
捉
え
な
お
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
藤
義
郎
が
牛
窓
湾
沿
岸
の
古
墳
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

農
業
生
産
を
基
礎
と
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
立
地
を
と
る
前
方
後
円
墳
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
や
日
本
海

の
沿
岸
で
は
そ
れ
ら
が
横
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
西
川
宏
ら
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
古
墳
の
築
造
背
景
が
単
純

な
も
の
で
な
く
、
地
理
的
環
境
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
立
地
分
析
も
地
域
内
で
完
結
す
る
も
の
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
示
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
海
と
い
う
自
然
環
境
に
対
応
し
つ
つ
過
去
の
人
間
社
会
が
残
し
た
「
臨
海
遺
跡
」
の
～
形
態
と
し
て
、
「
海
の
古
墳
偏
を
位
置
づ

け
る
視
座
が
確
立
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
浜
部
で
発
掘
さ
れ
た
複
合
生
産
型
集
落
の
内
容
は
、
古
墳
時
代
の
社
会
構
造
を
雄
弁
に
物
語
る

も
の
で
あ
り
、
「
海
の
古
墳
」
の
築
造
背
景
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
森
浩
一
が
、
日
本
海
側
に
お
い
て
、
潟
湖

に
面
し
た
古
墳
を
認
識
し
た
う
え
で
提
唱
し
た
論
点
も
、
こ
の
視
座
を
共
有
す
る
。
森
の
議
論
は
、
日
本
海
側
特
有
の
臨
海
環
境
や
、
生
業
・

生
産
の
展
開
に
大
き
な
基
礎
を
置
き
つ
つ
、
地
域
の
主
体
性
を
持
っ
た
支
配
権
力
の
確
立
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
自
然
環

境
と
社
会
環
境
と
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
を
臨
海
の
遺
跡
と
古
墳
と
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
点
は
、
い
ず
れ
も
、
「
統
治
の
た
め
の
墳
墓
」
で
あ
る
古
墳
の
本
質
を
、
古
墳
社
会
全
体
を
見
渡
し
た
上
で
浮
き
彫
り
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
「
海
の
古
墳
」
研
究
は
、
そ
の
意
味
で
も
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
雷
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
研
究
史
上
は
、
「
海
辺
の
古
墳
」
「
臨
海
性
の
古
墳
」
「
海
を
意
識
し
た
古
墳
」
　
　

「
海
人
の
古
墳
」
、
ま
た
一
部
を
対
象
に
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
」
等
と
呼
ば
れ

183 （183）



　
る
。
「
海
の
古
墳
漏
と
い
う
名
称
を
採
用
し
た
の
は
、
大
久
保
徹
也
が
最
初
で
あ

　
る
と
思
わ
れ
る
（
大
久
保
徹
也
「
『
海
の
古
墳
臨
の
消
長
と
そ
の
意
義
」
隅
紀
淡
海

　
峡
の
民
』
、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
、
二
〇
〇
六
年
）
。

②
近
藤
義
郎
「
牛
窓
湾
を
め
ぐ
る
古
墳
と
古
墳
群
」
『
私
た
ち
の
考
盲
学
睡
一
〇
、

　
一
九
五
六
年
。

③
黒
川
宏
（
ほ
か
）
「
瀬
戸
内
」
『
藍
本
の
考
畜
学
』
W
古
墳
蒔
代
謝
、
河
出
書
房

　
新
社
、
　
一
九
よ
ハ
議
ハ
細
牛
。

④
　
間
壁
4
1
心
置
門
沿
岸
古
墳
と
海
上
の
道
」
『
古
代
の
日
本
袖
4
中
研
・
四
国
、
角

　
川
書
店
、
　
一
九
七
〇
年
。

⑤
西
谷
真
治
「
海
人
び
と
の
墓
」
『
展
望
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』
樋
口
隆
康
教
授

　
退
官
記
念
論
集
、
覇
潮
社
、
一
九
八
三
年
。
山
本
三
郎
「
王
権
と
海
上
交
通
・
序

　
説
」
『
列
島
の
考
古
学
輪
渡
辺
誠
先
生
還
暦
記
念
論
集
、
渡
辺
誠
先
生
還
暦
記
念

　
論
集
刊
行
会
、
　
一
九
九
八
年
。

⑥
森
浩
一
「
古
代
日
本
海
文
化
と
仮
称
“
潟
港
”
の
役
捌
」
『
古
代
日
本
海
文
化

　
の
源
流
と
発
達
㎞
、
大
和
書
房
、
一
九
八
五
年
頃
森
浩
一
「
潟
と
港
を
発
掘
す
る
」

　
『
日
本
の
古
代
臨
第
3
巻
、
中
央
公
論
社
、
　
一
九
八
六
年
。

⑦
　
三
浦
到
「
丹
後
の
古
墳
と
古
代
の
港
」
㎎
考
古
学
と
古
代
史
臨
同
志
社
大
学
考

　
古
学
シ
リ
ー
ズ
ー
、
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
潤
行
会
、
一
九
八
二
年
。

⑧
前
掲
、
森
浩
　
「
潟
と
港
を
発
掘
す
る
」
、
六
〇
頁
。

⑨
高
橋
浩
工
門
潟
湖
環
境
と
首
長
墳
」
『
富
山
大
学
考
古
学
研
究
室
論
集
蟹
気

　
器
皿
、
六
【
書
…
房
、
二
〇
〇
三
年
。
高
橋
浩
二
「
日
本
列
島
と
日
本
海
㎏
『
日
本
海

　
／
束
ア
ジ
ア
の
地
申
海
臨
、
桂
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
高
橋
浩
二
「
潟
湖
環
境
と

　
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
」
隅
海
域
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
と
重
層
性
輪
、
桂
書
房
、

　
一
一
〇
〇
八
年
。
大
賀
克
彦
「
ル
リ
を
纏
っ
た
貴
入
」
噸
小
羽
山
墳
墓
群
の
研
究
舳

　
研
究
編
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
。
伊
藤
雅
文
「
今
、
ど
う

　
し
て
潟
湖
の
古
墳
な
の
か
」
『
臼
本
海
の
潟
湖
と
古
墳
の
坐
論
繍
研
究
集
会
海
の

　
古
墳
を
考
え
る
V
（
福
井
）
予
稿
集
、
研
究
集
会
「
海
の
古
墳
を
考
え
る
V
㎏
実

　
行
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
。

⑩
山
崎
純
男
（
編
）
田
無
の
中
道
遺
跡
輪
幅
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八

　
七
集
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
｝
九
八
二
年
。

⑪
　
欝
量
見
恭
彦
（
編
）
『
西
庄
鼠
算
』
、
財
団
法
入
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

　
二
〇
〇
三
年
。

⑫
杉
浦
章
（
ほ
か
）
『
松
崎
貝
塚
聴
、
東
海
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
七
年
。
福
周

　
晃
彦
（
ほ
か
）
『
松
崎
選
跡
』
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
工

　
○
集
、
堅
剛
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年
。

⑬
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
一
九
回
研
究
集
会
世
話
人
『
海
の
生
産
用
具
』
、
一
九

　
八
六
年
が
最
初
の
集
成
で
あ
り
、
つ
づ
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
五
六
回
研

　
究
集
会
実
行
委
員
会
噸
古
墳
時
代
の
海
人
集
団
を
再
検
討
す
る
』
、
二
〇
〇
七
年
。

⑭
下
條
信
行
「
弥
生
時
代
の
玄
界
灘
海
人
の
動
向
扁
『
生
産
と
流
通
の
考
古
学
』

　
横
山
浩
一
先
生
退
窟
記
念
論
文
集
1
、
横
山
浩
一
先
生
退
官
記
念
事
業
会
、
一
九

　
八
九
年
。
青
柳
泰
介
「
古
墳
時
代
の
『
山
野
河
海
』
～
奈
良
県
の
動
向
を
中
心
に

　
～
」
『
古
墳
時
代
の
海
人
集
団
を
再
検
討
す
る
睦
発
表
要
旨
集
、
第
五
六
園
埋
蔵

　
文
化
財
研
究
集
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
。

⑮
山
農
英
彦
「
鉄
製
漁
庸
愚
出
土
の
古
墳
に
つ
い
て
」
魍
古
代
探
叢
㎞
、
早
稲
田
大

　
学
出
版
部
、
一
九
八
○
年
。

⑯
山
中
英
彦
「
藍
島
・
六
連
島
の
海
人
文
化
」
『
日
本
海
と
繊
雲
世
界
黒
海
と
列

　
島
文
化
2
、
小
学
館
、
一
九
九
一
年
。
山
中
英
彦
「
考
古
学
か
ら
み
た
海
入
族
の

　
東
遷
」
『
西
海
と
南
島
の
生
活
・
文
化
輪
古
代
王
権
と
交
流
8
、
名
著
出
版
、
一

　
九
九
五
年
。

⑰
西
川
修
一
「
首
長
と
中
間
層
」
『
海
浜
型
前
方
後
円
墳
の
時
代
熱
公
益
財
団
法

　
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
一
一
〇
周
年
記
念
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
公
益
財
団
法
入

　
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
、
エ
○
＝
二
年
。

⑱
広
瀬
和
雄
「
畿
内
五
大
古
墳
群
の
政
治
的
配
置
」
噸
古
代
王
権
の
空
間
支
配
㎞
、

　
青
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。
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⑲
広
瀬
和
雄
「
東
京
湾
岸
・
『
香
取
海
』
沿
岸
の
前
方
後
円
墳
」
『
国
立
歴
史
民
俗

　
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
六
七
集
、
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
。

⑳
広
瀬
和
雄
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
を
考
え
る
」
㎎
海
浜
型
前
方
後
円
墳
の
時
代
㎞
、

　
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
。

⑳
．
富
元
香
織
「
研
究
経
過
と
海
の
古
墳
研
究
の
意
義
」
江
海
の
古
墳
を
考
え
る
一
㎞
、

　
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
、
二
〇
＝
一
年
。
こ
れ
ま
で
、
福
岡
県
北
九
州
市
、
愛
媛

　
県
今
治
市
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
福
井
県
福
井
市
で
開
催

　
さ
れ
た
。

⑫
李
東
煕
「
韓
半
島
南
海
島
喚
部
に
お
け
る
古
墳
の
展
開
」
『
海
の
古
墳
を
考
え

　
る
丑
㎞
、
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
、
一
一
〇
二
一
年
。

第
二
章
　
「
海
の
古
墳
」
の
構
成

「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚

　
以
上
の
よ
う
に
、
研
究
史
に
お
け
る
「
海
の
古
墳
」
の
認
識
を
示
し
て
き
た
が
、
大
小
様
々
な
古
墳
が
「
海
の
古
墳
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
示

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
く
。
「
海
の
古
墳
」
を
資
料
と
し
て
考
古
学
的
に
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
が
一
通
り
認
識
さ
れ
た
現
在
、
そ
の
資
料

的
な
構
成
を
改
め
て
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
本
章
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、
「
海
の
古
墳
」
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
示
す
。
分
類
視
点
と
し
て
、
「
規
模
」
、
「
立
地
し
、
「
海
岸

線
と
前
方
部
の
向
き
と
の
関
係
」
と
い
う
三
点
に
無
憂
す
る
。
こ
の
う
ち
、
「
海
岸
線
と
前
方
部
の
向
き
と
の
関
係
」
は
、
前
方
後
円
墳
・
前

方
後
方
墳
・
帆
立
貝
式
古
墳
の
み
に
適
用
す
る
基
準
で
あ
る
。

規
模
に
よ
る
分
類

　
以
下
の
よ
う
に
、
A
か
ら
C
の
3
群
に
大
別
し
、
C
を
一
・
2
の
飾
罫
に
細
別
す
る
。

A
群
　
地
域
内
集
団
構
成
員
の
墓
と
し
て
の
「
海
の
古
墳
」
一
地
域
内
の
集
団
構
成
員
の
墓
と
し
て
は
、
宮
崎
県
日
向
市
伊
勢
ケ
浜
（
円
高
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

古
墳
群
（
七
竃
が
確
認
さ
れ
て
い
る
群
集
墳
」
後
期
）
や
福
岡
県
新
宮
町
相
島
古
墳
群
（
二
五
一
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
群
集
墳
　
前
期
中
頃
～
飛
鳥
時

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

代
）
と
い
っ
た
高
塚
墳
墓
群
、
福
島
県
い
わ
き
市
餓
鬼
堂
横
穴
群
（
三
九
基
以
上
の
横
穴
群
　
後
期
初
頭
～
飛
鳥
時
代
）
の
よ
う
な
横
穴
群
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
は
茨
城
県
磯
崎
東
古
墳
群
（
墳
丘
を
持
つ
古
墳
も
含
め
五
四
基
以
上
の
群
集
墳
　
中
期
後
半
～
飛
鳥
時
代
）
の
一
部
や
、
兵
庫
県
神
戸
市
舞
子
浜
埴
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奪
難
灘
愚
．

第2図　舞子浜遺跡の埴輪棺墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

輪
棺
墓
群
（
一
九
基
を
確
認
　
前
期
末
一
第
2
図
）
の
よ
う
に

墳
丘
を
持
た
ず
石
棺
や
埴
輪
棺
を
埋
葬
施
設
と
す
る
類
例
が

存
在
す
る
。
多
様
な
葬
制
を
含
む
点
に
、
注
意
し
て
お
き
た

い
。B

群
地
域
首
長
墓
と
し
て
の
「
海
の
古
墳
」
　
地
域
集
団

を
統
括
し
て
い
た
首
長
の
墓
と
し
て
は
、
兵
庫
県
神
戸
市
大

歳
山
2
号
墳
（
全
長
二
八
メ
！
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
後
期
前

⑥半
）
、
和
歌
山
県
有
田
市
椒
古
墳
（
全
長
約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

立
貝
式
古
墳
か
　
中
期
後
半
）
、
三
重
県
志
摩
市
お
じ
よ
か
古

墳
（
直
径
。
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
か
　
中
期
鞠
）
・
な
ど
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
数
十
メ
ー
ト
ル
規
模
の
前
方
後
円
墳
や

帆
立
貝
式
古
墳
、
あ
る
い
は
主
と
し
て
横
穴
式
石
室
導
入
後

の
主
要
円
墳
で
あ
る
。

C
1
群
　
地
方
支
配
者
層
の
墓
と
し
て
の
「
海
の
古
墳
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
ら
に
広
範
囲
の
領
域
に
及
ぶ
政
治
的
連
合
体
の
支
配
者
層

の
墓
と
し
て
は
、
九
州
中
部
の
熊
本
県
宇
城
市
国
越
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

（
全
長
六
二
．
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
H
後
期
前
半
）
、
吉
備

の
岡
山
県
岡
山
市
湊
茶
臼
山
古
墳
（
全
長
一
二
五
メ
ー
ト
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
⑪

前
方
後
円
墳
　
前
期
末
）
、
丹
後
の
京
都
府
京
丹
後
市
網
野
銚
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「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

子
山
古
墳
（
全
長
一
九
八
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
前
期
後
葉
）
や
京
都
府
京
丹
後
毒
煙
明
山
古
墳
（
全
長
｝
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
前
期

⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

末
）
、
越
の
福
井
県
福
井
市
免
鳥
5
号
墳
（
全
長
九
〇
，
五
メ
ー
ト
ル
の
造
り
禺
し
付
円
墳
　
中
期
初
頭
）
な
ど
が
あ
る
。
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

は
全
長
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
後
期
で
は
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
追
随
す
る
規
模
の
帆

立
臼
ハ
式
古
墳
・
造
り
出
し
付
き
円
墳
・
大
形
円
墳
で
あ
る
。

C
2
群
　
大
阪
湾
岸
に
お
け
る
近
畿
中
央
部
支
配
者
層
の
「
海
の
古
墳
竹
倭
王
権
中
枢
で
あ
る
近
畿
中
央
部
政
権
の
支
配
者
層
も
、
大
阪
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

岸
に
「
海
の
古
墳
」
を
築
造
し
た
。
兵
庫
県
神
戸
市
五
色
塚
古
墳
（
全
長
｝
九
四
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
前
期
末
）
、
西
二
女
塚
古
墳
（
全
長
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

八
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
　
前
期
初
頭
）
、
大
阪
府
堺
甫
乳
岡
古
墳
（
全
長
一
五
八
メ
…
ト
ル
に
復
元
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
　
前
期
後
葉
）
、
大
阪
府
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

町
西
陵
古
墳
（
全
長
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
中
期
前
葉
）
や
大
阪
府
岬
町
淡
輪
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
（
現
在
五
十
環
亡
命
零
度
墓
に
治
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
墳
形
や
規
模
は
基
本
的
に
C
1
群
と
同
様
だ
が
、
馬

て
い
る
金
長
浦
一
七
〇
メ
…
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
中
期
中
葉
）

期
に
よ
っ
て
は
全
長
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
規
模
の
前
方
後
円
墳
も
存
在
す
る
の
が
、
大
阪
湾
岸
に
位
置
す
る
「
海
の
古
墳
」
の
特
徴
で

あ
る
。

　
な
お
、
列
島
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
大
阪
府
堺
市
大
山
古
墳
（
現
在
仁
徳
陵
に
治
定
さ
れ
て
い
る
全
長
四
八
六
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
中

期
中
野
）
や
大
阪
府
堺
市
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
（
現
在
履
中
出
に
治
定
さ
れ
て
い
る
全
長
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
晦
）
は
、
第
三
章
一
で
後
述
す

る
、
当
時
の
海
岸
線
か
ら
の
距
離
に
よ
る
本
稿
で
の
「
海
の
古
墳
」
の
定
義
に
よ
り
除
外
さ
れ
る
も
の
の
、
海
を
意
識
し
た
築
造
が
繰
り
返
し

　
　
　
　
　
　
⑬

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一一

ｧ
地
に
よ
る
分
類

以
下
の
3
類
に
区
分
す
る
。

s
類
　
海
抜
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
海
岸
部
に
立
地
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、

「
海
の
古
墳
」
。
前
記
の
伊
勢
ケ
浜
（
富
高
）
古
墳
群
、
相
島
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古
墳
群
、
餓
鬼
堂
横
穴
群
、
舞
子
浜
埴

輪
棺
鶏
群
、
椒
古
墳
、
西
求
女
塚
古
墳
、

乳
岡
古
墳
等
が
該
当
す
る
。

t
類
　
海
抜
～
○
メ
ー
ト
ル
～
五
〇

メ
ー
ト
ル
と
い
う
比
較
的
低
位
の
海
岸

段
丘
・
丘
陵
・
砂
丘
上
に
立
地
し
て
い

る
「
海
の
古
墳
」
。
磯
崎
東
古
墳
群
、

大
歳
山
2
号
墳
、
お
じ
よ
か
古
墳
、
網

野
銚
子
山
古
墳
、
神
明
山
古
墳
、
五
色

塚
古
墳
、
諸
陵
古
墳
、
淡
輪
ニ
サ
ン
ザ

イ
古
墳
が
該
饗
す
る
。
な
お
、
「
海
の

古
墳
」
の
定
義
か
ら
は
除
外
す
る
も
の

の
、
大
山
古
墳
や
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
も
、

同
じ
範
疇
に
属
す
る
。

U
類
　
海
抜
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る

中
位
以
上
の
海
岸
段
丘
・
丘
陵
に
立
地

し
て
い
る
「
海
の
古
墳
」
。
三
越
古
墳
、

湊
茶
臼
山
古
墳
、
免
鳥
5
号
墳
（
第
3

図
）
が
該
当
す
る
。
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現
在
、
「
海
の
古
墳
」
の
類
例
に
つ
い
て
、
立
地
を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
定
量
的
な
提
示
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
も
の
の
、
以
下

の
よ
う
な
傾
向
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
A
群
に
つ
い
て
は
、
舞
子
浜
埴
輪
棺
墓
群
が
前
期
末
の
s
類
、
伊
勢
ケ
浜
（
富
高
）
古
墳
群
や
餓
鬼
堂
横
穴
群
は
後
期
以
降
に
s
類
、
磯
崎

東
古
墳
群
は
中
期
後
半
以
降
に
t
類
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
ご
と
に
異
な
っ
た
動
態
を
示
す
。

　
B
群
お
よ
び
C
1
群
に
つ
い
て
は
、
t
類
の
割
合
が
最
も
多
く
、
s
類
が
こ
れ
に
続
く
。
u
類
は
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
瀬
戸
内
海
沿

岸
地
方
や
中
期
の
北
陸
地
方
の
よ
う
に
、
地
域
あ
る
い
は
時
期
が
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
C
2
群
は
、
前
期
前
葉
か
ら
中
葉
に
お
い
て
は
、
西
求
女
塚
古
墳
を
は
じ
め
s
類
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
が
、
前
期
末
か
ら
中
期
中
葉
に
か
け

て
は
五
色
塚
古
墳
、
西
陵
古
墳
、
淡
輪
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
t
類
が
主
体
と
な
る
。
中
期
後
葉
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
兵

庫
県
西
宮
市
黒
門
稲
荷
山
古
墳
（
復
元
畏
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
囎
）
の
よ
う
に
、
墳
丘
が
小
規
模
と
な
る
傾
向
が
著
し
い
も
の
の
、
s
類

に
回
帰
す
る
傾
向
が
あ
る
。

「海の古墳」研究の意義、限界、展望　（魚津）

三
　
前
方
部
の
向
き
に
よ
る
分
類

　
以
下
の
三
つ
の
型
を
設
定
す
る
。

1
型
　
墳
丘
主
軸
が
海
岸
線
に
ほ
ぼ
平
行
す
る
も
の
。
　
こ
れ
ま
で
雷
及
し
た
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
で
は
、
湊
茶
臼
山
古
墳
、
網
野
銚

子
山
古
墳
、
神
明
山
古
墳
、
西
畑
女
塚
古
墳
（
第
4
図
）
、
乳
岡
古
墳
、
淡
輪
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
が
該
当
す
る
。
他
に
、
福
岡
県
苅
田
町
御
所
山

古
墳
（
全
長
約
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
中
期
前
葉
、
C
1
群
s
類
）
や
、
千
葉
県
富
津
市
内
裏
塚
古
墳
（
全
長
一
四
四
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

円
墳
　
中
期
中
葉
、
C
1
群
s
類
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
前
期
段
階
で
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
B
群
・
C
2
群
の
s
類
、
日
本
海
側
で
は
丹
後
地
域
の
C
1
群
t
類
に
採
用
さ
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、

前
期
末
か
ら
中
期
に
か
け
て
C
2
群
は
t
類
が
多
数
を
占
め
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
1
型
で
あ
る
。
ま
た
、
他
地
域
で
も
こ
の
時
期
の
C
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第4図　西求女塚古墳の立地と海岸線に対する主軸方向

群
に
1
型
が
目
立
つ
。
大
阪
湾
岸
の
傾
向
と
一
致
す
る

の
だ
が
、
御
所
山
古
墳
や
内
裏
塚
古
墳
の
よ
う
に
、
中

期
に
お
け
る
C
1
群
－
型
の
類
例
の
多
く
は
、
s
類
の

立
地
と
な
る
。
近
畿
中
央
部
と
地
方
と
で
は
、
立
地
が

い
さ
さ
か
異
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

皿
型
　
前
方
部
を
陸
側
に
向
け
る
（
後
円
部
を
海
側
に
向

け
る
）
も
の
。
　
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
国
越
古
墳
の
ほ

か
に
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
川
子
塚
古
墳
（
全
長
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
一
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
中
期
後
葉
、
B
群
t
類
）

等
が
存
在
す
る
。
類
例
が
少
数
に
と
ど
ま
る
た
め
、
地

域
的
・
時
期
的
傾
向
を
見
出
し
に
く
い
も
の
の
、
s
類

の
立
地
で
あ
る
豆
型
の
類
例
は
管
見
に
触
れ
て
い
な
い
。

皿
型
　
前
方
部
を
海
瀬
に
向
け
る
（
後
無
爵
を
陸
側
に
向

け
る
）
も
の
。
　
先
述
し
た
五
色
塚
古
墳
、
西
陵
古
墳

の
ほ
か
に
、
大
分
県
杵
築
市
小
熊
山
古
墳
（
全
長
約
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

二
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
一
前
期
前
葉
、
C
1
群
u
類
）

や
山
口
県
柳
井
市
柳
井
茶
臼
山
古
墳
（
全
長
綴
織
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
前
期
末
、
B
群
u
類
）
、
愛
知

県
西
尾
市
正
法
寺
古
墳
（
全
長
八
六
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
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⑳

円
墳
　
中
期
初
頭
、
B
群
t
類
）
が
存
在
す
る
。

　
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
前
期
か
ら
類
例
が
存
在
す
る
。
前
期
後
葉
か
ら
末
に
か
け
て
、

ら
中
期
中
葉
に
は
、
B
群
t
類
皿
型
の
類
例
を
各
地
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

列
島
の
広
い
範
囲
で
採
用
さ
れ
る
。
特
に
、
前
期
末
か

「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津）

①
　
鳥
居
龍
蔵
『
上
代
の
琶
向
延
岡
㎞
、
烏
居
人
類
学
研
究
所
、
一
九
三
五
年
。
緒

　
方
博
文
「
伊
勢
ケ
浜
古
墳
群
」
噸
宮
崎
県
史
㎞
資
料
編
考
古
二
、
宮
崎
県
、
一
九

　
九
三
年
。

②
西
田
大
輔
魍
相
島
積
石
塚
群
』
新
宮
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
＝
ハ
、

　
新
宮
晦
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九
年
。

③
財
団
法
人
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団
門
餓
鬼
堂
横
穴
群
の
発
掘
調
査
－
馬
具

　
を
と
も
な
う
装
飾
横
穴
の
発
見
一
」
凹
文
化
財
ニ
ュ
…
ス
』
第
六
六
号
、
財
団
法

　
調
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団
、
二
〇
＝
年
。
財
毯
法
人
い
わ
き
市
教
育
文
化

　
悪
業
団
「
餓
鬼
堂
横
穴
群
の
発
掘
調
査
－
平
成
二
三
年
度
　
調
査
成
果
1
」
圃
文

　
化
財
ニ
ュ
…
ス
』
第
六
七
号
、
財
団
法
人
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団
、
二
〇
一

　
二
年
。

④
井
上
義
安
・
斉
藤
新
ほ
か
叫
那
珂
湊
市
磯
崎
東
古
墳
群
国
民
宿
舎
白
亜
紀
荘

　
増
改
築
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
那
珂
湊
市
磯
崎
東
古
墳
群

　
発
掘
調
査
会
、
｝
九
九
〇
年
。
稲
田
健
　
「
イ
ワ
キ
と
ヒ
タ
チ
扁
『
海
の
古
墳
を

　
考
え
る
匝
W
、
第
4
回
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
、
二
〇
一
四
年
。

⑤
丸
山
潔
「
舞
子
浜
遺
跡
第
5
次
調
査
」
『
平
成
5
年
度
神
戸
宿
埋
蔵
文
化
財
・

　
年
報
㎞
、
袖
H
一
戸
市
教
膏
口
曳
口
貝
ム
筑
、
　
一
九
九
⊥
ハ
日
誌
。
晶
削
園
佳
久
・
浅
谷
誠
五
口
「
紐
舛
子

　
浜
遺
跡
第
7
次
調
査
」
糊
平
成
5
年
慶
　
神
戸
市
埋
蔵
文
化
財
年
報
匝
、
神
戸
市
教

　
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
。
谷
正
俊
・
前
田
佳
久
「
舞
子
浜
遺
跡
第
8
次
調
査
」

　
『
平
成
5
年
度
　
神
戸
市
埋
蔵
文
化
財
年
報
㎞
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九

　
六
年
。
谷
正
俊
・
中
村
大
介
「
舞
子
浜
遺
跡
第
9
次
調
査
」
『
平
成
6
年
度
　
神

　
戸
市
埋
蔵
文
化
財
年
報
』
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
年
。
篠
宮
正
・
小

　
川
弦
太
（
編
）
騨
舞
子
浜
遺
跡
』
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
七
九
冊
、
兵
庫

　
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
。

⑥
大
谷
大
学
考
古
学
研
究
会
「
6
9
大
歳
山
」
自
主
編
集
委
員
会
（
編
）
噸
6
9
大
歳

　
山
　
決
着
に
時
効
は
無
い
1
　
自
主
報
告
書
』
、
大
谷
大
学
考
古
学
研
究
会
、
一

　
九
七
二
年
。

⑦
末
永
雅
雄
「
椒
浜
古
墳
」
『
初
島
町
誌
』
、
初
島
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
二
年
。

　
西
岡
巌
（
編
）
『
椒
古
墳
調
査
概
報
㎞
、
有
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
ご
一
年
。

⑧
三
好
元
樹
（
編
）
『
お
じ
よ
か
古
墳
（
志
島
古
墳
群
＝
号
墳
）
発
掘
調
査
報

　
告
　
金
属
製
品
編
睡
、
志
摩
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
4
、
志
摩
市
教
育
委
員
会
、

　
二
〇
一
六
年
。

⑨
　
こ
の
連
合
体
に
つ
い
て
、
筆
者
は
門
地
方
政
権
」
と
理
解
し
て
い
る
。
古
墳
隠

　
代
に
お
い
て
、
州
治
天
下
大
王
扁
（
熊
谷
公
男
明
大
王
か
ら
天
皇
へ
協
日
本
の
歴
史

　
〇
三
、
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
仁
藤
敦
史
轟
治
天
下
大
王
臨
の
支
配
観
」
凹
中

　
期
古
墳
と
そ
の
時
代
輪
季
刊
考
古
学
別
冊
二
二
、
雄
山
閣
、
二
〇
　
五
年
。
）
の

　
権
力
体
（
1
1
倭
王
権
）
で
は
、
近
畿
中
央
部
の
強
い
求
心
力
を
持
つ
政
治
連
合

　
（
近
畿
汗
管
部
政
権
）
が
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
中
核
で
あ
り
、
そ
の
力
は
列
島

　
の
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
近
畿
中
央
部
政
権
を
担
っ
て

　
い
た
と
考
え
ら
れ
る
人
々
の
墓
と
み
な
さ
れ
る
古
墳
と
、
九
州
北
中
部
・
告
備
・

　
出
雲
・
越
・
毛
野
と
い
っ
た
主
要
な
地
方
広
域
政
治
連
合
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

　
ら
れ
る
人
々
の
墓
と
み
な
さ
れ
る
告
墳
と
は
、
墳
丘
形
態
・
外
部
構
造
・
副
葬
品

　
に
、
明
ら
か
な
量
的
差
異
が
あ
る
一
方
、
決
定
的
な
質
的
差
異
を
見
出
し
に
く
い
。

　
た
と
え
、
埴
輪
の
採
用
な
ど
、
あ
る
時
期
に
質
的
差
異
を
見
出
せ
て
も
、
そ
の
差
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異
は
、
後
続
す
る
時
期
に
解
消
す
る
傾
向
が
著
し
い
。
門
統
治
の
た
め
の
墳
墓
」

　
か
ら
読
み
取
れ
る
権
力
構
造
自
体
に
決
定
的
な
差
異
が
な
い
以
上
、
近
畿
中
央
部

　
と
同
様
に
、
主
要
な
地
方
広
域
政
治
連
合
も
、
門
政
権
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

⑩
乙
益
重
隆
「
峰
越
古
墳
」
㎎
昭
和
四
一
年
度
熊
本
県
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
概

　
報
』
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
年
。

⑪
安
摺
満
（
編
）
『
湊
茶
臼
山
古
墳
』
、
岡
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
コ
箇
年
。

⑫
梅
原
末
治
門
銚
子
山
古
墳
」
噸
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
㎞
第
一
冊
、
京

　
都
府
、
　
一
九
一
九
年
。
説
林
峰
夫
（
編
）
噸
網
野
銚
子
山
古
墳
範
囲
確
認
調
査
報

　
告
書
』
京
丹
後
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
4
集
、
京
丹
後
市
教
育
委
員
会
、
エ
〇

　
一
〇
年
。

⑬
梅
原
末
治
「
神
明
山
古
墳
」
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
思
慕
一
冊
、
京

　
都
府
、
一
九
一
九
年
。
吉
田
誠
「
神
明
山
古
墳
」
『
京
丹
後
市
の
考
古
資
料
馳
京

　
丹
後
市
史
資
料
編
、
二
〇
一
〇
年
。

⑭
田
邊
朋
宏
（
編
）
『
免
鳥
吉
碁
聖
範
囲
確
認
調
査
概
要
報
告
書
幽
、
福
井
宙
教

　
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
。

⑮
帆
立
貝
式
古
墳
や
造
り
出
し
付
き
円
墳
の
築
造
背
景
に
、
倭
王
権
か
ら
の
直
援

　
規
鋼
を
想
定
す
る
論
（
小
野
由
節
「
五
世
紀
に
お
け
る
古
墳
の
規
制
」
欄
考
古
学

　
研
究
』
第
一
山
ハ
巻
第
一
二
口
万
、
　
一
九
七
〇
年
）
　
は
年
代
的
齢
口
重
に
北
四
つ
く
反
込
畑
が
多

　
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
壊
形
を
倭
王
権
が
主
導
し
た
軍
事
や
産
業
の
紐
織
編
成
と

　
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
論
者
は
依
然
存
在
す
る
（
沼
澤
豊
『
前
方
後
円
墳
と
帆
立

　
貝
古
墳
睡
、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年
、
二
七
一
一
二
七
二
頁
。
高
橋
克
認
「
5
世

　
紀
後
半
の
倭
王
権
と
帆
立
貝
式
古
墳
偏
『
花
園
大
学
考
古
学
研
究
論
叢
H
臨
、
花
園

　
大
学
考
古
学
研
究
室
三
〇
周
年
記
念
論
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
）
。
筆
者
も
、

　
中
期
か
ら
後
期
に
築
造
さ
れ
た
概
ね
全
長
六
〇
メ
…
ト
ル
以
上
の
規
摸
の
帆
立
貝

　
式
古
墳
・
造
り
出
し
付
き
円
墳
に
つ
い
て
、
こ
の
特
期
の
倭
王
権
の
軍
歌
複
合
体

　
的
性
格
を
如
実
に
反
映
す
る
形
で
編
成
さ
れ
た
軍
事
あ
る
い
は
塵
業
の
組
織
責
任

　
者
の
墓
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。

⑯
第
一
章
注
①
と
同
じ

⑰
安
田
滋
（
編
）
㎎
西
聖
女
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
嘗
㎞
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
文

　
化
財
課
、
二
〇
〇
四
年
。

⑱
土
井
和
幸
・
田
村
晃
マ
高
瀬
尚
人
門
史
跡
乳
岡
古
墳
の
調
査
」
騨
百
舌
鳥

　
古
墳
群
の
調
査
3
』
、
堺
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
。
土
井
和
幸
「
乳
価
古

　
墳
の
調
査
成
果
」
㎎
百
舌
鳥
野
の
幕
開
け
』
堺
市
文
化
財
講
演
会
録
第
2
集
、
堺

　
市
、
二
〇
　
｝
年
。

⑲
　
梅
原
末
治
「
泉
南
郡
淡
輪
村
の
古
墳
」
欄
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査

　
報
告
』
第
三
輯
、
大
阪
府
、
一
九
三
二
年
。
川
西
宏
幸
門
田
身
輪
の
首
長
偏
『
吉

　
墳
時
代
政
治
史
序
説
畑
、
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
。

⑳
本
章
注
⑲
と
同
じ

⑳
末
永
雅
雄
『
古
墳
の
航
空
大
観
㎞
、
学
生
社
、
　
九
七
五
年
。
堺
市
文
化
観
光

　
局
文
化
部
文
化
財
課
（
編
）
『
堺
の
文
化
財
　
百
舌
烏
古
墳
群
』
、
二
〇
一
四
年
。

⑫
末
永
雅
雄
㎎
古
墳
の
航
空
大
観
』
、
学
生
社
、
一
九
七
五
年
。
関
本
優
美
子

　
（
編
）
『
百
舌
鳥
・
古
市
の
陵
墓
古
墳
』
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
図
録
五
五
、

　
二
〇
一
一
年
。

⑳
　
一
例
と
し
て
、
森
浩
一
糊
諸
王
権
の
造
型
』
図
説
日
本
の
古
代
漁
区
巻
、
中
央

　
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
。

⑭
　
合
田
茂
伸
（
編
）
『
革
装
稲
荷
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
㎞
酉
宮
市
文
化
財
資

　
料
第
四
六
号
、
酋
宮
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
。

⑮
　
長
嶺
正
秀
・
宮
辮
泰
男
『
国
指
定
史
跡
御
所
山
古
墳
』
苅
田
町
文
化
財
調
査
報

　
告
　
第
　
○
集
、
苅
田
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
。

⑳
　
小
沢
洋
「
内
裏
塚
古
墳
群
」
剛
千
葉
県
の
歴
史
騙
資
料
編
考
古
2
、
千
葉
県
、

　
二
〇
〇
三
年
。
白
井
久
美
子
「
第
2
章
古
墳
の
様
相
」
『
古
墳
時
代
中
期
の
房
総
㎞

　
研
究
紀
要
二
七
、
財
団
法
人
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
、
二
〇
＝
～
年
。

⑳
　
斉
藤
新
門
ひ
た
ち
な
か
市
州
子
塚
出
土
の
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て
（
1
）
」
『
埴
輪

　
研
究
会
誌
観
第
4
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
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鐙
吉
田
和
彦
（
編
）
噸
御
亭
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
㎞
大
分
県
杵
築
市
埋
蔵
文

　
化
財
調
査
報
告
書
第
～
五
集
、
杵
築
市
教
育
委
員
会
。

⑳
柳
弁
市
教
育
委
員
会
（
編
）
噸
史
跡
棚
井
茶
臼
山
古
墳
i
保
存
整
備
事
業
発
掘

　
調
査
報
告
書
－
輪
、
柳
井
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九
年
。

⑳
三
田
敦
司
（
編
）
『
史
跡
正
法
寺
古
墳
範
囲
確
認
調
査
報
告
書
㎞
吉
良
町
埋
蔵

　
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
三
集
、
吉
良
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
。

「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
　
「
海
の
古
墳
」
研
究
の
限
界

　
前
章
ま
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
海
の
古
墳
」
の
意
義
は
、
研
究
史
上
で
も
広
く
理
解
さ
れ
て
き
て
お
り
、
立
地
な
ど
で
区
分
可
能
な
複
数

の
類
型
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
「
海
の
古
墳
漏
研
究
に
は
、
大
き
な
限
界
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
定
義
上
の
問
題
で
あ
り
、
主
に
次
の
二
つ
が
存
在
す
る
。
第

一
に
、
「
海
の
古
墳
」
の
範
囲
を
明
確
に
で
き
る
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
研
究
に
限
界
が
あ
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
海
を
舞
台
と
し

た
人
間
活
動
」
の
規
定
に
不
明
瞭
な
部
分
が
残
る
た
め
、
研
究
に
限
界
が
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
述
べ
て
い
き
た

い
。

㎜
　
「
海
の
古
墳
」
の
範
囲

　
第
一
章
で
回
顧
し
た
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
筆
者
は
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
難
問
活
動
と
深
い
関
運
を
も
つ
脈
絡
に
よ
り
、
海
の
近
く
に
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

造
さ
れ
た
古
墳
」
を
「
海
の
古
墳
」
の
定
義
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
最
大
公
約
数
的
な
表
現
で
あ
れ
ば
、
研
究
者
間
で
一
致
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
、
「
海
の
近
く
に
築
造
さ
れ
た
」
と
い
う
定
義
に
は
、
実
は
客
観
的
な
基
準
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
い
っ
た
い
、
ど
こ
ま
で

が
、
「
海
の
近
く
」
な
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
研
究
史
上
、
明
確
な
回
答
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
理
解
す
る
。

　
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
海
岸
地
帯
の
地
形
に
よ
っ
て
、
「
海
の
近
く
」
は
差
異
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
一
律
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
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ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
か
と
い
う
向
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
客
観
的
な
基
準
が
な
け
れ
ば
、
「
海
の
古
墳
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

水
掛
け
論
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
実
際
に
、
「
海
の
古
墳
」
の
概
念
は
、
客
観
的
な
基
準
を
欠
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
し
ば
し
ば
批
判
、
あ
る
い

は
等
閑
視
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
念
頭
に
置
き
、
筆
者
は
、
ま
ず
、
古
墳
時
代
の
推
定
海
岸
線
か
ら
原
則
と
し
て
八
○
○
メ
ー
ト
ル
、
最
長
で
も
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
を
暫
定
的
基
準
と
し
て
設
定
す
る
。
そ
し
て
、
実
例
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
暫
定
的
基
準
の
適
否
を
実
証
的
に
議
論
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。
先
述
の
批
判
等
を
単
に
受
け
流
す
の
で
は
な
く
、
真
塾
に
向
き
合
う
べ
き
だ
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
距
離
を
暫
定
的

基
準
と
し
た
主
な
理
由
と
し
て
、
下
記
の
二
つ
を
挙
げ
る
。

　
第
一
の
理
由
と
し
て
、
お
よ
そ
徒
歩
一
〇
七
山
と
な
る
八
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
は
、
人
々
が
五
感
で
日
常
的
な
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
の
つ
な
が
り
を
認
識
で
き
る
限
界
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
は
、
視
界
の
中
に
古
墳
を
は
っ
き
り
と
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
距
離
の
設
定
で
あ
る
。
古
墳
は
、
明
確
な
墳
丘
を
持
ち
、
多
く

が
葺
石
あ
る
い
は
埴
輪
列
と
い
っ
た
外
部
施
設
を
備
え
る
。
視
覚
に
訴
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
有
し
て
お
り
、
海
岸
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
く
は
海
上
か
ら
、
陸
上
の
古
墳
の
外
部
施
設
を
含
む
全
容
を
明
瞭
に
視
認
で
き
る
か
否
か
が
、
「
海
の
古
墳
」
の
判
定
に
直
結
す
る
。

　
実
例
で
考
え
て
み
よ
う
。
第
5
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
兵
庫
県
芦
屋
市
翠
ケ
丘
古
墳
群
に
お
い
て
は
、
金
津
山
古
墳
（
全
長
五
五
メ
ー
ト
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

前
方
後
円
墳
も
し
く
は
帆
立
貝
式
古
墳
　
中
期
後
葉
、
B
群
S
類
皿
型
）
と
、
打
出
小
槌
古
墳
（
復
元
長
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
　
申
期
末
、
C
2

　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

群
S
類
円
型
）
と
は
、
古
墳
蒔
代
の
想
定
海
岸
線
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
約
八
○
○
メ
ー
ト
ル
、
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
一
方
、
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

屋
親
王
塚
古
墳
（
現
在
阿
保
親
王
墓
に
治
定
さ
れ
て
い
る
直
径
三
〇
メ
…
ト
ル
の
円
墳
　
前
期
後
半
）
は
、
当
時
の
海
岸
線
か
ら
約
一
．
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
あ
り
除
外
さ
れ
る
（
第
5
図
）
。
確
か
に
、
親
王
塚
古
墳
は
前
の
二
つ
の
古
墳
よ
り
も
明
ら
か
に
一
段
高
い
位
債
に
築
造
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
海
岸
線
あ
た
り
か
ら
、
徒
歩
で
た
ど
り
着
く
の
は
一
仕
事
の
駆
離
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
実
際
に
生
活
し
て
い
る
筆
者
と
し
て

は
、
親
王
塚
古
墳
を
海
と
直
接
関
連
付
け
る
の
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
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第5図　金津山古墳・打出小槌古墳・芦屋親王塚古墳の立地
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こ
こ
ま
で
考
え
て
い
く
と
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
古
墳
時
代
の
海
岸
線
の
復
原
こ
そ
が
、
「
海
の
古
墳
」
の
抽
出
を
お
こ
な
う
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
海
岸
線
の
復
原
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た
研
究
が
多
く
存
在
す
る
も
の
の
、
未
だ
に
列
島
全
域
を
網
羅
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
結
果
的
に
、
抽
出
に
あ
た
っ
て
の
必
須
条
件
が
十
分
に
満
た
さ
れ
て
い
な
い
現
状
は
、
「
海
の
古
墳
」
の
研
究
に
限
界

が
生
じ
て
い
る
状
態
だ
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
海
岸
線
だ
け
で
な
く
、
海
岸
地
形
や
景
観
の
復
元
も
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
河
口
の
三
角
州
地
帯
、
特
に
普
段
穏
や
か
な
分
流
は
、
喫
水

が
浅
い
古
墳
時
代
の
船
に
と
っ
て
、
天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
三
角
州
地
帯
で
は
、
単
純
に
海
岸
線
を
設
定
す
る
だ
け
で

な
く
、
当
時
の
分
流
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
、
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
た
の
か
、
可
能
な
限
り
復
原
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
例
え
ば
、
熊
本
県
宇
土
市
天
神
山
古
墳
は
、
全
長
一
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、
緑
川
河
口
の
三
角
州
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
。
現

在
の
海
岸
線
と
の
距
離
は
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
先
述
し
た
定
義
で
は
「
海
の
古
墳
」
に
は
到
底
含
ま
れ
な
い
。
だ
が
、
分
流
で
あ
る
浜

戸
川
と
の
距
離
は
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
重
視
す
る
な
ら
ば
C
1
群
S
類
皿
型
の
「
海
の
古
墳
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
古

墳
周
辺
の
一
帯
に
つ
い
て
、
当
時
の
地
形
や
景
観
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
日
本
海
側
一
帯
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
埋
も
れ
た
潟
湖
」
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

二
　
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
規
定

　
ま
た
、
筆
者
の
定
義
に
よ
る
な
ら
ば
、
古
墳
時
代
の
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
内
容
も
示
す
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
四
つ
を
、
具

体
的
な
活
動
と
し
て
示
す
。

　
（
1
）
　
海
・
海
産
物
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
、
生
業
活
動
も
し
く
は
生
塵
活
動
。
例
え
ば
、
漁
携
や
製
塩
。

　
（
2
）
　
海
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
人
・
も
の
・
情
報
の
や
り
と
り
。
す
な
わ
ち
、
海
上
交
通
や
海
上
交
易
。

　
（
3
）
　
列
島
各
地
の
海
域
で
、
あ
る
い
は
列
島
を
こ
え
て
渡
海
す
る
形
で
実
行
さ
れ
る
外
交
・
軍
事
活
動
。
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⑩

　
（
4
）
　
列
島
の
範
囲
外
か
ら
列
島
各
地
へ
の
海
を
越
え
た
移
住
。

　
こ
の
う
ち
、
（
1
）
の
「
海
・
海
産
物
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
、
生
業
活
動
も
し
く
は
生
産
活
動
」
以
外
の
、
交
通
・
交
易
、
外
交
・
軍

事
、
移
住
は
、
い
ず
れ
も
海
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
陸
上
で
も
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
。

　
日
本
列
島
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
交
通
・
交
易
、
外
交
・
軍
事
、
移
住
と
い
っ
た
活
動
は
、
往
々
に
し
て
、
「
海
上
」
も
し
く
は

「
海
を
越
え
て
」
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
本
来
、
海
に
固
有
の
人
間
活
動
で
は
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
海
に
固
有
な
活
動
と
、
必

ず
し
も
海
に
圃
有
で
は
な
い
人
間
活
動
と
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
無
視
し
て
、
「
海
の
古
墳
」
の
背
景
を
無
分
別
に
理
解
す
る

な
ら
ば
、
牽
強
付
会
の
誹
り
は
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
を
厳
密
に
分
離
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
古
墳
時
代
中
期
以
降
は
、
当
時
の
社
会
自
体
が
上
記

（
1
）
か
ら
（
4
）
の
活
動
を
統
合
さ
せ
、
複
合
生
産
型
臨
海
集
落
を
海
浜
部
に
展
開
さ
せ
る
。
そ
の
統
合
様
相
に
つ
い
て
は
、
早
野
浩
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

（
第
6
図
）
や
田
中
元
々
が
整
理
し
た
よ
う
に
、
地
域
を
こ
え
て
共
通
す
る
要
素
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
が
、

必
ず
し
も
海
に
固
有
で
な
い
人
間
活
動
を
含
ん
だ
ま
ま
分
析
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
定
義
上
の
問
題
と
し

て
認
識
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
方
法
は
、
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

　
一
つ
は
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
を
「
海
の
古
墳
」
の
基
本
的
定
義
か
ら
除
外
す
る
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
海
の
近
く
に
築

造
さ
れ
た
古
墳
」
の
み
を
「
海
の
古
墳
」
の
基
本
的
定
義
と
し
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
は
「
海
の
古
墳
」
の
十
分
条
件
と
は
な
り

え
な
い
と
理
解
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
命
題
論
理
と
し
て
は
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
を
突
き
詰
め
る
と
、
古
墳
は
古
墳

だ
け
で
理
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
第
一
章
で
示
し
た
先
行
研
究
で
提
唱
さ
れ
た
よ
う
な
、
「
古
墳
時
代
社
会
全
体
の

理
解
か
ら
古
墳
の
本
質
に
せ
ま
る
視
座
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
「
臨
海
遺
跡
」
の
一
形
態
で
あ
る
と
い
う
「
海
の
古
墳
」
の
位
置
付
け
に
こ
だ
わ
り
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
し
の
実
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辮遺騨おける遺物相砒較［璽］［引証璽］
農具（土木具）

［垂コ

u字形鍬鋤先

鉄製力子
（付鹿角製刀子柄）

［豆コ厳異〉
　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　〈陥穽異〉土師質飯蛸壼

〈網具〉　管状土窯（付．網針）

〈釣具〉　鉄製釣針

武器（鵡・馬具）
（武異）

（馬具）

祭祀具

：〔＝麺夏コ

〔璽⊃

鉄剣

装飾付大刀（鍼鑛銀）

鉄鎌

鉄製一具

潰石襲模造品露量

碧玉製管玉

陶製・鉄製紡錘車

曲刃鎌

鉄製刀子
（付鹿角製刀子柄）

管状・瀬戸内型土錘

鉄製・鹿角製釣針

鹿角製疑似餌

鉄製鍾　鹿角製ヤス

須恵質飯蛸壷

大刀　鉄剣
（付鹿角製刀剣装具）

鉄錺i

鉄製鮫具

勾至；子持勾玉

有孔円板　剣　臼玉

・碧玉製管玉

金環

土製・石製・鉄製紡錘車

（その他） 生産騰連灘塩基瓢三熱材聴製三

二6図　複合生産型臨海集落の内容（早野浩二による）

態
を
丹
念
に
分
析
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
を

実
行
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
も
の
の
、
優

れ
た
先
行
研
究
よ
り
二
つ
の
方
向
性
を
提
示
し

た
い
。

　
第
一
は
、
複
合
生
産
型
臨
海
集
落
で
あ
る
西

庄
遺
跡
に
お
け
る
人
間
活
動
を
見
つ
め
た
、
久

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

保
和
士
の
研
究
で
あ
る
。
久
保
は
、
生
産
用
具

や
動
物
遺
体
の
分
析
を
軸
に
、
西
庄
で
暮
ら
し

た
人
々
の
季
節
ご
と
の
漁
携
活
動
の
推
移
を
見

事
に
明
ら
か
に
し
た
。
「
盛
夏
に
は
一
部
を
除

い
て
漁
携
活
動
は
活
発
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
製
塩
活
動
の
盛
期
は
本
季
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
の
記
述
か
ら
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
遺
跡
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

活
動
の
内
容
を
実
証
的
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、

概
念
上
一
括
り
に
さ
れ
た
「
海
を
舞
台
と
し
た

人
間
活
動
」
も
、
時
間
と
い
う
切
り
口
で
仕
分

け
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
考
古
資
料
を
も
と
に
海
上
活
動
の
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「海の古墳」研究の意義、隈界、展望（魚津）

実
態
を
見
極
め
、
瀬
戸
内
海
と
い
う
実
際
の
領
域
で
「
日
常
生
活
領
域
の
連
鎖
」
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
、
柴
田
昌
児
の
研
究
で

あ
る
。
柴
田
は
、
船
舶
の
形
態
、
航
海
の
方
法
、
行
動
の
類
型
を
提
示
し
な
が
ら
、
海
辺
の
生
活
に
関
連
す
る
人
間
活
動
の
実
態
を
鮮
や
か
に

　
　
　
　
　
⑧

描
き
出
し
た
。
古
墳
蒔
代
の
芸
予
諸
島
周
辺
域
に
お
け
る
臨
海
遺
跡
が
、
比
較
的
潮
流
の
安
定
し
た
海
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
こ
う
し
た
偏
在
的
分
布
状
況
は
周
回
行
動
と
搬
送
行
動
の
航
路
に
沿
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
塩
の
集
荷
や
移
動
に
適
し
た
合
理
的
な
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

状
況
で
あ
っ
た
と
意
う
こ
と
も
で
き
る
」
と
結
論
づ
け
た
。
柴
田
は
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
煙
活
動
」
を
、
地
域
・
海
域
全
体
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
空
間
と
い
う
切
り
口
で
仕
分
け
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
大
変
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
定
義
上
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
、
十
分
前
説
得
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
な
お
列
島
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
だ
け
の
分
析
例
が
蓄
積
さ
れ
て
は
い
な
い
。
限
界
は
限
界
と
し
て
、
依
然
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

①
　
魚
津
知
克
「
趣
旨
説
明
…
『
海
の
古
墳
』
研
究
序
説
1
」
『
海
の
古
墳
を

　
考
え
る
謡
王
、
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
、
二
〇
一
一
年
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
古

　
墳
と
は
、
古
墳
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
墓
灘
全
体
、
さ
ら
に
一
部
の
地
域
で
は
古

　
墳
文
化
の
影
響
に
よ
り
飛
烏
時
代
及
び
奈
良
時
代
に
も
引
き
続
き
採
用
さ
れ
た
墓

　
制
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
高
塚
古
墳
だ
け
で
な
く
、
横
穴
や
石
棺
墓
、
埴
輪
棺
墓

　
な
ど
も
含
む
。

②
あ
く
ま
で
一
例
で
あ
る
が
、
古
代
の
城
柵
や
囲
壁
集
落
が
「
方
八
町
（
九
〇
〇

　
メ
ー
ト
ル
弱
四
方
と
を
理
念
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
区
切
り
の
範

　
囲
（
結
界
）
」
の
最
大
値
を
知
る
う
え
で
の
参
考
と
な
ろ
う
。
木
下
良
「
律
令
時

　
代
に
お
け
る
辺
境
村
落
の
一
類
型
偏
『
人
文
地
理
輪
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
七

　
　
年
。
木
下
は
後
に
、
「
不
整
形
で
あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
機
能
と
性
格
を
持
つ

　
も
の
も
嗣
様
に
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
木
下
良
『
日
本
古
代
道

　
路
の
復
原
的
研
究
㎞
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
コ
ニ
年
、
二
四
一
頁
）
。
発
掘
調
査
等

　
に
よ
り
、
国
府
域
を
画
す
る
「
方
面
晦
」
に
つ
い
て
、
実
態
と
し
て
認
め
が
た
い

　
状
況
で
あ
る
こ
と
自
体
は
、
筆
者
も
認
識
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
土
地
利
用
の

　
理
念
と
し
て
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
の
距
離
が
、
古
代
に
も
重
視
さ
れ
て
い
た
根

　
拠
と
理
解
す
る
。

③
現
代
の
例
で
は
あ
る
が
、
霧
の
定
義
が
「
微
小
な
浮
遊
水
滴
に
よ
り
視
程
が
㎜

　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
状
態
」
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
視
認
距
離
を
区
切
る
上
で

　
の
一
つ
の
参
考
と
な
る
。
「
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
の
設
定
自
体
は
、
メ
…
ト
ル
法

　
を
前
提
と
し
た
、
入
為
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
気
象
・
立
地
条
件
の
違

　
い
を
こ
え
て
、
判
定
者
が
見
回
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
視
界
が
開
け
て
い
る
／
開

　
け
て
い
な
い
」
こ
と
を
確
認
で
き
る
距
離
の
自
安
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
点
に

　
注
目
し
た
い
。
本
稿
に
お
け
る
八
○
○
メ
ー
ト
ル
～
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
い

　
う
距
離
設
定
は
、
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
と
考
え
る
。
　
茸
ε
＼
＼
話
芝
芝
」
ヨ
国
ぬ
ρ

　
甘
＼
噺
暮
p
。
＼
斌
ω
『
o
駕
＼
巨
。
毒
＼
《
2
ぴ
q
o
』
O
＼
ぎ
鳥
露
量
　
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
二

　
〇
～
目
論
年
一
　
一
月
一
四
コ
口
闇
脳
兄
。

④
白
谷
朋
世
（
編
）
『
金
津
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
芦
屋
市
文
化
財
調
査
報

　
告
第
七
五
集
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
。

⑥
竹
村
忠
洋
・
白
谷
朋
世
（
編
）
『
打
出
小
槌
遺
跡
（
第
四
～
地
点
）
発
掘
調
査

199　（199）



　
報
告
書
隔
芦
騰
市
文
化
財
調
査
報
告
第
六
六
集
、
芦
屡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇

　
七
年
。

⑥
阪
神
間
の
古
墳
晴
代
に
お
け
る
海
岸
線
想
定
は
、
な
が
ら
く
、
現
在
の
国
道
四

　
三
号
線
付
近
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
成
果
に
基
づ
く
近
年
の

　
地
質
学
的
検
討
で
、
地
点
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
南
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

　
（
佐
藤
隆
春
「
三
論
1
若
富
遺
跡
の
地
質
扁
『
若
宮
孫
譲
（
第
三
・
四
・
一
〇
・

　
一
一
・
　
六
・
一
七
・
二
五
・
三
一
・
三
工
・
三
三
⊥
一
【
四
地
点
）
発
掘
調
査
報

　
告
書
㎞
芦
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
第
三
八
集
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二

　
年
）
。

⑦
武
藤
誠
・
有
坂
隆
道
・
末
中
哲
夫
・
村
川
行
弘
（
編
）
『
新
修
葎
屋
市
史
』
本

　
篇
、
芦
麗
市
役
所
、
一
九
七
一
年
。
な
お
、
考
古
資
料
と
し
て
の
こ
の
古
墳
に
対

　
し
て
、
「
阿
保
親
王
塚
古
墳
偏
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
が
、
治
定
さ
れ
る
被
葬
者
名

　
を
含
ん
で
い
る
の
で
避
け
た
。

⑧
増
野
晋
次
「
山
面
県
域
に
お
け
る
瀬
戸
内
の
箭
期
古
墳
に
つ
い
て
」
『
海
の
古

　
墳
を
考
え
る
一
㎞
、
海
の
古
償
を
考
え
る
会
、
二
〇
一
二
年
。
小
黒
智
久
「
越
中

　
十
二
感
温
の
古
墳
と
そ
の
醐
辺
」
『
日
本
海
の
潟
湖
と
古
墳
の
動
能
繍
海
の
古
墳

　
を
考
え
る
V
、
研
究
集
会
「
海
の
古
墳
を
考
え
る
V
扁
実
行
委
員
会
（
福
井
）
・

　
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
、
二
〇
一
五
年
。

⑨
熊
本
大
学
考
古
学
研
究
室
「
天
神
山
古
墳
測
量
調
査
報
告
偏
『
宇
土
市
史
研
究
㎞

　
第
　
七
号
、
一
九
九
六
年
。

⑩
古
墳
時
代
に
お
い
て
は
、
主
に
朝
鮮
半
島
を
出
自
と
す
る
人
々
（
渡
来
人
）
の

　
集
団
的
移
住
が
顕
著
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
（
4
）
を
（
2
）
か
ら
抽
出
し
た
。

⑪
　
早
野
浩
二
「
臨
海
の
古
墳
時
代
集
落
」
『
研
究
紀
要
』
第
八
暑
、
財
団
法
人
愛

　
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
。

　
田
中
開
閉
「
紀
伊
地
域
」
『
古
代
学
研
究
』
第
一
九
九
号
、
二
〇
｝
三
年
。

⑫
冨
簾
見
泰
彦
・
村
田
弘
・
久
保
和
士
（
本
文
中
に
文
責
が
久
保
に
あ
る
と
の
記

　
述
あ
り
）
門
古
墳
隣
代
の
製
塩
遺
贈
に
お
け
る
生
魔
活
動
扁
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
製
塩

　
土
器
の
諸
問
題
㎞
、
塩
の
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
一
九
九
七
年
。
久
保

　
禎
子
「
信
認
遺
跡
に
お
け
る
量
刑
活
動
」
『
西
庄
遣
跡
』
、
財
団
法
人
和
歌
山
県
文

　
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
。
な
お
、
後
者
文
献
は
、
氏
の
早
逝
後
に
掲
載
さ

　
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑬
前
掲
久
保
二
〇
〇
三
年
、
三
二
五
－
三
二
六
頁
◎

⑭
柴
田
昌
児
「
西
部
瀬
戸
内
と
芸
予
諸
島
周
辺
域
に
お
け
る
海
人
集
団
の
動
態
」

　
『
古
墳
時
代
の
海
人
集
団
を
再
検
討
す
る
』
二
〇
〇
七
年
。
柴
田
悪
乗
「
古
代
瀬

　
戸
内
海
に
お
け
る
海
上
活
動
に
関
す
る
｝
試
論
」
糊
弥
生
研
究
の
群
像
』
み
ず
ほ

　
別
冊
、
大
和
弥
生
の
会
、
二
〇
一
三
年
。

⑮
前
掲
柴
田
二
〇
〇
七
年
、
～
五
〇
頁
。
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第
四
章
　
「
海
の
古
墳
」
研
究
の
展
望

　
以
上
の
よ
う
な
限
界
は
存
在
す
る
も
の
の
、
「
海
・
海
産
物
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
、
生
業
活
動
も
し
く
は
生
産
活
動
」
が
古
墳
時
代
の

政
治
権
力
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
列
島
と
い
う
特
性
上
、
海
を
舞
台
と
す
る
こ
と
が
不
可
避
の
、

交
通
・
交
易
、
外
交
・
軍
事
、
移
住
の
活
動
が
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
社
会
変
動
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た
こ
と
も
疑
い
な
い
。



本
章
で
は
、
今
後
の
「
海
の
古
墳
」
研
究
に
む
け
た
展
望
を
示
し
て
い
き
た
い
。

［
　
生
業
・
生
産
論
へ
の
展
望

「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津〉

　
（
一
）
　
水
人
・
海
人
論
と
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
実
態

　
第
一
章
三
（
～
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
列
島
で
は
、
海
浜
部
の
生
業
を
示
す
古
墳
時
代
の
遺
跡
調
査
例
が
着
実
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。

も
と
も
と
平
野
部
が
少
な
い
列
島
の
隅
々
ま
で
開
発
の
手
が
及
ん
だ
結
果
な
の
で
、
単
純
に
は
喜
べ
な
い
も
の
の
、
海
浜
部
古
代
遺
跡
の
様
相

が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
発
掘
調
査
で
蓄
積
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

古
墳
蒔
代
の
漁
携
や
製
塩
の
技
術
、
さ
ら
に
は
漁
携
や
製
塩
に
従
事
し
た
集
団
の
在
り
方
を
具
体
的
に
検
証
で
き
る
段
階
に
達
し
て
い
る
の
が
、

日
本
に
お
け
る
考
古
学
研
究
の
現
状
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
倭
の
「
水
鳥
」
、
あ
る
い
は
「
海
人
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
、
海
域
に
特
化
し
た
人
間

　
　
　
　
　
　
　
②

集
団
の
規
定
で
あ
る
。
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
に
お
い
て
は
、
海
流
や
潮
流
、
沿
岸
や
海
底
の
地
形
、
気
象
や
天
文
に
つ
い
て
の
知
識
が
、

そ
の
成
果
に
直
結
し
、
時
に
は
自
身
の
生
死
の
別
れ
目
に
さ
え
な
る
。
さ
ら
に
、
漁
携
活
動
で
は
、
対
象
と
な
る
魚
介
類
の
生
態
も
熟
知
せ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ば
な
ら
な
い
。
倭
の
「
里
人
」
、
あ
る
い
は
「
海
人
」
と
い
う
集
団
の
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
海
の
生
業
の
特
質
と
不
可
分
で
あ
る
。

　
懸
人
・
海
人
論
は
、
海
を
も
と
に
歴
史
を
捉
え
な
お
す
研
究
視
点
へ
と
つ
な
が
り
、
従
来
型
の
陸
か
ら
の
歴
史
観
に
対
す
る
、
新
た
な
海
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
の
視
点
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
～
九
九
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
『
海
と
列
島
文
化
』
が
刊
行
さ
れ
、
今
世
紀
で
は
日
本
列
島
文
化
の
海
洋
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

特
質
を
見
事
に
浮
き
彫
り
に
し
た
諸
論
考
が
記
憶
に
新
し
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
海
の
古
墳
」
は
、
古
墳
時
代
の
各
地
域
・
各
時
期
に
お
け
る
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
様
相
と

不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
「
海
の
古
墳
」
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
先
覚
者
で
あ
る
近
藤
義
郎
が
目
指
し
た
よ
う
に
、

「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
実
態
解
明
が
お
の
ず
と
課
題
に
な
る
。
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古
墳
研
究
は
、
墳
丘
や
周
溝
、
葺
石
や
埴
輪
列
な
ど
の
外
部
施
設
、
石
巌
（
石
榔
）
や
石
棺
と
い
っ
た
埋
葬
施
設
、
多
種
多
様
な
副
葬
品
と

い
っ
た
考
吉
資
料
を
対
象
と
す
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
、
古
墳
そ
の
も
の
の
追
究
を
め
ざ
し
た
個
別
論
に
精
力
を
傾
注
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
、
古
墳
は
ど
の
よ
う
な
地
理
条
件
の
も
と
に
築
造
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
間
活
動
を
基
盤
と
し
て
い
た
の
か
。
「
海
の
古
墳
」

の
研
究
は
、
限
界
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
限
界
を
も
た
ら
し
て
い
る
課
題
を
原
理
的
に
認
識
し
や
す
い
。
「
古
墳
研
究
の
蓄
積
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

立
脚
し
た
う
え
で
、
古
墳
研
究
の
枠
を
こ
え
、
古
墳
時
代
そ
の
も
の
を
追
究
す
る
」
と
い
う
、
あ
ら
た
な
研
究
視
点
が
期
待
で
き
る
。
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（
二
）
　
生
業
と
生
産
と
の
関
係
性

　
前
章
で
、
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
を
実
証
的
に
分
析
す
る
た
め
、
時
間
や
空
間
に
よ
る
切
り
口
を
採
用
し
た
優
れ
た
先
行
研
究
を

示
し
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
生
業
と
生
産
と
の
関
係
性
の
追
及
が
、
分
析
の
も
う
一
つ
の
糸
口
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
辞
書
の
記
述
で
は
、
生
業
は
「
生
計
を
立
て
る
た
め
の
仕
事
」
、
生
産
は
「
人
間
の
生
活
に
必
要
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
日

本
に
お
け
る
考
古
学
研
究
、
特
に
戦
後
に
お
け
る
考
古
資
料
を
中
心
に
据
え
た
日
本
列
島
の
原
始
・
古
代
の
研
究
で
は
、
後
者
の
生
産
概
念
を

　
　
　
　
　
⑧

重
視
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
国
家
形
成
期
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
古
墳
時
代
に
お
い
て
は
、
生
産
力
の
発
展
と
社
会
の
複
雑
化
が
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
一
に
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
前
者
の
生
業
と
い
う
雷
葉
が
、
徐
々
に
前
面
に
出
て
き
て
い
る
。

　
《
生
産
か
ら
生
業
へ
》
と
い
う
用
語
選
択
の
変
遷
の
背
景
と
し
て
、
過
去
に
生
き
た
入
々
の
暮
ら
し
を
、
生
産
力
の
発
展
段
階
の
な
か
で
の

み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
生
活
史
の
文
脈
で
も
捉
え
な
お
そ
う
と
い
う
、
日
本
の
人
文
学
研
究
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
を
、
ま
ず
挙
げ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
古
墳
時
代
研
究
に
お
い
て
も
、
王
権
論
だ
け
で
そ
の
社
会
を
描
き
き
れ
な
い
か
ら
、
日
常
生
活
を
積
極
的
に
研
究
対

象
と
す
る
の
は
、
大
変
歓
迎
す
べ
き
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
と
い
う
言
葉
と
、
生
業
と
い
う
言
葉
と
は
、
容
易
に
言
い
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
雷
葉
の
背
後
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、
概
念
の
断
層
が
存
在
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
人
類
学
の
分
野
で
、
松
井
健
が
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
松
井
は
、
「
生
業
（
活
動
）
と
生
産
（
構
造
）
が
、



「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津）

近
接
し
つ
つ
も
異
な
る
こ
と
」
、
「
生
業
（
活
動
）
と
生
産
（
構
造
）
が
、
固
定
的
な
図
式
と
し
て
把
握
さ
れ
る
か
た
ち
で
構
造
（
機
能
〉
的
に
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
」
い
こ
と
を
示
す
。

　
わ
れ
わ
れ
、
考
古
学
あ
る
い
は
歴
史
学
分
野
の
研
究
者
は
、
と
も
す
る
と
、
生
業
と
い
う
個
別
の
「
生
計
を
立
て
る
た
め
の
仕
事
」
が
、
社

会
的
分
業
の
進
展
に
よ
り
＝
疋
の
方
向
へ
収
束
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
産
と
い
う
「
人
間
の
生
活
に
必
要
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と
」
に
自
ず
と

編
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
一
方
、
研
究
者
が
ミ
ク
ロ
な
分
析
を
行
い
さ
え
ず
れ
ば
、
生
産
は
生
業
に
い
つ
で
も
還
元
可
能
で
あ

る
と
も
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
松
井
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
と
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
な
い
。

　
本
稿
の
対
象
資
料
に
ひ
き
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
製
塩
に
つ
い
て
、
地
域
的
分
業
に
よ
る
広
域
生
産
体
制
の
枠
内
で
捉
え
る
の

⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
、
個
別
の
遺
跡
に
お
け
る
重
層
的
な
生
業
に
焦
点
を
当
て
る
の
か
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
が
、
両
者
を
単

純
に
統
合
し
、
「
固
定
的
な
図
式
と
し
て
把
握
」
す
る
な
ら
ば
、
意
外
な
陥
穽
に
は
ま
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
漁
携
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

以
前
、
筆
者
は
、
海
浜
部
集
落
に
お
け
る
刺
突
具
を
中
心
と
し
た
漁
具
鉄
器
化
の
「
遅
れ
」
に
、
使
用
す
る
側
の
戦
略
的
な
素
材
選
択
の
結
果

　
　
　
　
⑬

を
見
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
筆
者
は
、
鉄
器
化
と
い
う
考
古
学
的
事
象
に
つ
い
て
、
生
業
の
実
態
に
よ
っ
て
進
展
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
生
産
力
の
評
価
と
は
乖
離
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
評
価
に
対
し
、
あ
く
ま
で
生
産
手
段
の
資
源
配
分

の
枠
内
で
解
釈
で
き
る
と
い
う
反
論
も
想
定
で
き
よ
う
。

　
い
ず
れ
の
立
場
に
立
つ
に
せ
よ
、
階
層
化
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
地
域
社
会
で
の
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
実
像
に
せ
ま
る
た
め
に

は
、
資
料
に
立
脚
し
つ
つ
実
証
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
時
間
や
空
間
と
い
う
切
り
口
に
加
え
、
社
会
に
お
け

る
生
業
と
生
産
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
吟
味
が
、
今
後
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
「
考
古
資
料
は
何
を
ど
こ
ま
で
語
れ
る
の
か
」
、

あ
る
い
は
、
「
考
古
資
料
以
外
の
史
資
料
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
歴
史
解
釈
を
お
こ
な
う
の
か
」
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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第7図倭国の統治空間原理
　　（森田喜久男による）

二
　
倭
王
権
論
へ
の
展
望

　
古
代
史
研
究
で
は
、
倭
王
権
の
統
治
原
理
に
お
け
る

　
　
　
⑧

武
彦
の
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
王
権
が
統
治
す
る

て
の
「
食
国
」
と
、
神
と
王
と
が
協
調
し
て
統
治
す
る

に
は
、
か
な
た
に
あ
る
朝
鮮
半
島
、
中
国
大
陸
へ
む
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

権
が
倭
王
権
中
枢
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
し
、

古
墳
」
の
築
造
契
機
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
列
島
各
地
に
分
布
す
る
、
C
1
群
を
中
心
と
し
た
「
海
の
古
墳
」
の
様
相
か
ら
、
近
畿
中
央
部
政
権
に
＝
兀
的
に
収
敏
し
な
い
地

域
権
力
の
あ
り
方
が
見
通
せ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
日
本
海
側
に
お
け
る
あ
り
方
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
九
州
北
部
か
ら
南
島
へ
と
い

た
る
ル
ー
ト
、
東
海
地
方
か
ら
東
日
本
さ
ら
に
は
北
日
本
へ
と
太
平
洋
沿
岸
を
通
る
ル
ー
ト
に
も
、
点
々
と
「
海
の
古
墳
」
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
れ
は
、
各
地
域
を
明
確
な
結
節
点
と
し
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
列
島
と
い
う
地
理
条
件
で
発
展
し
帰
結
し
た
形
態
で
あ
り
、
近
畿
中

央
部
政
権
が
放
射
状
に
編
成
し
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。
「
山
海
の
政
」
と
い
う
理
念
自
体
は
、
倭
王
権
中
枢
の
制
御
が
及
ぶ
形
で
、
地
方
支

　
（
［
）
　
統
治
原
理
と
王
権
・
政
権

　
第
二
章
で
、
「
海
の
古
墳
」
に
は
様
々
な
型
式
が
あ
り
、
地
域
ご
と
、
二
期
ご
と
に
推
移
し
て

い
く
こ
と
を
示
し
た
。
先
行
研
究
で
も
た
び
た
び
強
調
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
古
墳
時
代
の
政
治

権
力
形
成
に
、
海
を
通
し
た
交
流
、
も
し
く
は
海
を
越
え
た
交
流
が
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
は
、
各
地
域
で
の
当
時
の
海
岸
地
形
を
見
極
め
つ
つ
、
「
海
の

古
墳
」
を
抽
出
し
た
上
で
、
時
期
ご
と
の
動
態
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
山
海
の
政
」
の
重
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
森
田
喜
久
男
は
、
岡
田
精
司
や
吉
村

　
「
天
下
」
の
中
に
は
、
お
も
に
農
業
生
産
が
展
開
さ
れ
王
が
主
体
的
に
差
配
で
き
る
領
域
と
し

　
　
　
　
「
山
海
」
が
・
と
も
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
第
7
陶
）
・
な
か
ん
ず
窯
海

　
　
　
　
　
　
強
烈
な
対
外
意
識
が
投
影
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
古
墳
時
代
前
期
に
近
畿
中
央
部
政

　
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
そ
れ
を
維
持
し
つ
つ
国
家
形
成
に
い
た
っ
た
過
程
が
、
様
々
な
「
海
の
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配
者
層
が
明
確
に
受
容
し
共
有
し
つ
つ
も
、
列
島
沿
岸
で
は
地
方
政
権
及
び
傘
下
の
地
域
首
長
同
士
で
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
の
主

体
的
な
連
携
が
な
さ
れ
、
各
地
域
首
長
は
生
業
と
生
産
と
を
巧
妙
に
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
地
域
内
支
配
を
貫
徹
さ
せ
る
と
い
う
三
層
が
、
古
墳
時

代
社
会
構
造
の
基
調
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
二
章
で
触
れ
た
A
～
C
の
各
群
の
動
態
も
併
せ
、
そ
の
第
一
線
に
立
っ
た
人
々
の
遺
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
こ
そ
、
「
海
の
古
墳
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「海の古墳」研究の意義、限界、展望（魚津）

　
（
一
一
）
　
生
業
を
生
産
化
す
る
「
統
治
の
論
理
」
／
生
産
を
生
業
化
す
る
「
暮
ら
し
の
論
理
」

　
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
山
海
の
政
」
を
旦
ハ
現
化
す
る
海
部
と
山
部
と
い
う
二
つ
の
部
が
、
本
来
は
《
海
の
漁
携
・
山
の
狩
猟
》
と
い

う
地
理
環
境
に
固
有
の
生
業
を
出
発
点
と
し
つ
つ
も
、
古
墳
時
代
中
期
末
に
比
定
で
き
る
雄
略
朝
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
徐
々
に
生
産
物
貢
納
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

目
的
と
す
る
部
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
前
半
に
か
け
て
の
倭
王
権
や
地
方
政
権
に
と
っ
て
、
農
業
生
産
こ
そ
核
心
的
な
権
益
と
し
て
位
債
づ
け
ら
れ
て
い

た
に
違
い
な
い
。
一
方
で
、
異
な
る
生
業
も
含
ま
れ
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
支
配
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
想
像
に
難
く

な
い
。
「
山
海
の
政
」
を
統
治
原
理
に
組
み
込
み
、
海
部
と
山
部
と
い
う
二
つ
の
部
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
倭
王
権
や
地
方
政
権
は
、
固
有

の
生
業
に
干
渉
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
複
合
生
産
型
臨
海
集
落
の
設
置
に
よ
り
、
生
業
は
、
権
力
に
と
っ
て
制
御
可
能
な
生
産
へ
と
転
化
す
る
。
古
墳
時
代
中
期
中
頃
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

境
に
、
各
地
の
首
長
大
に
お
け
る
鉄
製
漁
旦
ハ
の
副
葬
事
例
が
激
減
し
、
一
方
で
、
和
歌
山
県
田
辺
市
豊
艶
岩
陰
遺
跡
の
よ
う
に
、
海
に
近
接
し

た
A
群
s
類
や
A
群
t
類
の
古
墳
、
横
穴
墓
、
岩
陰
へ
と
鉄
製
漁
具
の
副
葬
が
移
行
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
も
、
生
業
の
場
に
統
治
原
理
を
巧
妙

に
持
ち
込
む
こ
と
で
、
「
海
の
生
業
」
を
「
海
の
生
産
」
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
上
記
の
転
化
の
背
後
に
、
海
の
彼
方
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
は
以
前
指
摘
し
た
。
半
島
情
勢
と
い
う
「
海
の

彼
方
の
危
機
」
が
、
海
を
越
え
、
「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
」
と
な
り
、
「
天
下
」
を
脅
か
し
て
い
る
と
い
う
論
理
の
舞
台
装
置
に
、
海
が
利
用
さ
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れ
た
の
で
あ
る
。
在
来
の
生
業
圏
を
い
っ
た
ん
解
体
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
、
生
業
を
生
産
化
す
る
「
統
治
の
論
理
」
で
あ
る
。

　
い
方
、
こ
れ
に
並
行
し
て
、
ま
っ
た
く
逆
方
向
の
論
理
も
海
浜
部
で
は
展
開
さ
れ
る
。
弥
生
時
代
を
通
し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
、
「
海
を
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

台
と
し
た
」
遠
隔
地
問
交
流
は
、
交
易
を
生
業
の
中
に
含
む
「
海
村
」
の
成
立
へ
と
展
開
し
た
。
こ
の
流
れ
は
、
　
方
で
は
白
井
克
也
や
久
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

猛
雄
が
「
博
多
湾
貿
易
」
と
呼
ぶ
、
権
力
に
と
っ
て
制
御
す
べ
き
、
モ
ノ
・
技
術
・
情
報
の
流
通
へ
と
結
実
し
、
生
産
の
基
礎
と
な
る
。
し
か

し
、
前
章
で
触
れ
た
複
合
生
産
型
臨
海
集
落
の
分
析
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
拡
大
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
巧
み
に
利
用
す
る
形
で
、
生
業

は
し
ぶ
と
く
生
き
残
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
は
決
し
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
統
治
へ
の
叛
逆
で
は
な
い
。
生
業
の
～
部
が
、
統
治
原
理
に
よ
っ
て
生
産
へ
と
引
き
裂
か
れ
て
も
、
む
し

ろ
引
き
裂
か
れ
た
か
ら
こ
そ
、
人
々
は
、
そ
の
場
で
、
生
ま
れ
、
育
ち
、
死
ん
で
い
く
。
生
産
の
場
の
外
縁
に
、
再
び
生
業
が
徐
々
に
貼
り
付

き
、
生
産
の
一
部
を
、
確
実
に
、
人
々
の
生
活
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
環
の
中
へ
と
取
り
込
ん
で
い
く
。
生
産
を
生
業
化
す
る
「
暮
ら
し
の
論

理
」
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
生
産
を
生
業
化
す
る
暮
ら
し
の
論
理
を
た
ど
る
う
え
で
重
要
な
資
料
が
、
本
稿
で
A
群
s
類
、
A
群
t
類
と
し
て
分
類
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
小
型
の
円
墳
等
の
う
ち
、
六
世
紀
以
降
に
海
岸
や
島
瞑
で
群
集
す
る
古
墳
、
す
な
わ
ち
「
海
の
群
集
墳
」
で
あ
る
。
こ
の
「
海
の
群
集
墳
」

に
つ
い
て
は
、
研
究
史
上
の
最
初
か
ら
、
近
藤
義
郎
に
よ
っ
て
築
造
背
景
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
第
一
章
で
示
し
た
。
近
年
、
群
集
墳

の
研
究
が
進
展
す
る
中
で
、
森
本
徹
が
、
「
生
活
基
盤
で
あ
る
地
域
」
を
海
そ
の
も
の
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
農
耕
社
会
を
基
盤
と
す
る
内
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
群
集
墳
と
同
様
に
、
散
在
型
や
集
約
型
と
い
っ
た
類
型
区
分
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
香
川
県
喜
兵
衛
島
古
墳
群
（
第
8
図
）
の
よ
う
に
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
一
気
に
規
模
が
拡
大
さ
れ
た
製

塩
遺
跡
に
接
し
た
場
所
に
築
造
さ
れ
た
群
集
墳
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
構
成
す
る
古
墳
は
海
岸
近
く
の
A
群
s
類
に
偏
ら
ず
、
一
段
上
が
っ
た

A
群
t
類
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
点
で
あ
緬
・
ま
た
・
士
且
異
島
島
古
塁
で
は
・
確
か
に
・
生
産
霜
を
～
製
す
漁
具
藁
塩
土
器
が
一
部
の
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
副
葬
さ
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
古
墳
は
鉄
鎌
、
刀
子
、
耳
環
と
い
っ
た
該
期
の
群
集
墳
で
一
般
的
な
副
葬
品
で
構
成
さ
れ
る
。
喜
兵
衛
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島
古
墳
群
は
、
典
型
的
な
集
約
型
群
集
墳
で
あ
り
、
被
葬
者
が
塩
の
生
産
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
古
墳
群
の

構
成
は
海
を
ひ
た
す
ら
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
副
葬
品
の
内
容
も
、
内
陸
の
群
集
墳
と
共
通
す
る
様
相
が
濃
い
。
安
室
知
が
注
意
を
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
し
た
、
「
墨
付
き
の
村
」
に
暮
ら
し
つ
つ
も
海
を
対
象
と
し
た
生
産
活
動
に
偏
向
し
な
い
、
「
農
漁
民
偏
の
概
念
に
も
通
じ
る
要
素
で
あ
る
。

　
同
様
に
、
複
合
生
産
型
臨
海
集
落
に
お
い
て
も
、
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
の
久
保
和
士
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
西

庄
遺
跡
で
は
、
製
塩
活
動
が
想
定
さ
れ
る
盛
夏
に
加
え
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
も
漁
燈
が
不
活
発
で
あ
っ
た
。
動
物
遺
存
体
の
存
在
か
ら
、
こ

の
季
節
は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
、
久
保
は
想
定
し
て
い
る
。
時
間
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
海
に
偏
向
し
な

い
生
業
複
合
が
達
成
さ
れ
、
多
様
な
生
産
物
を
う
み
だ
す
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　
「
統
治
の
た
め
の
墳
墓
」
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
業
を
生
産
化
す
る
「
統
治
の
論
理
」
を
強
力
に
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
王
権
・
政
権
と
、

統
治
原
理
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
生
産
を
生
業
化
す
る
「
暮
ら
し
の
論
理
」
を
保
持
し
て
生
活
し
た
～
般
の
人
々
。
同
蒔
に
存
在
す
る
二
つ
の

　
⑳

論
理
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
、
古
墳
時
代
社
会
が
構
成
さ
れ
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
「
海
の
古
墳
」
の
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
。

①
近
年
の
代
表
的
成
果
と
し
て
、
以
下
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
岩
本
正
二
・

　
大
久
保
徹
也
『
備
讃
瀬
戸
の
土
器
製
塩
』
吉
備
考
古
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
一
五
、
吉
備

　
人
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。
早
野
浩
二
「
伊
勢
湾
沿
岸
と
三
河
湾
沿
彫
に
お
け
る
臨

　
海
の
集
落
と
古
墳
」
㎎
古
墳
時
代
の
海
人
集
団
を
再
検
討
す
る
』
発
表
要
田
集
、

　
第
五
六
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
。
内
田
律
雄
『
古

　
代
麟
本
海
の
漁
携
民
㎞
、
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
。

②
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
、
『
黒
影
幽
東
夷
伝
倭
人
条
の
記
載
に
基
づ
き
、
岡
崎

　
敬
が
優
れ
た
論
考
を
著
し
て
い
る
（
岡
崎
敬
「
倭
の
水
駅
」
凹
日
本
民
族
と
南
方

　
文
化
』
、
平
凡
社
、
～
九
六
八
年
）
。

③
宮
本
常
一
『
日
本
文
化
の
形
成
㎞
上
・
中
・
下
、
そ
し
え
て
、
～
九
入
～
年
。

④
国
分
直
～
『
海
上
の
道
倭
と
倭
的
世
界
の
模
索
協
、
福
武
書
店
、
一
九
八
六

　
年
。
国
分
直
｝
『
東
ア
ジ
ア
地
中
海
の
道
幅
、
慶
友
軍
、
一
九
九
五
年
。
網
野
善

　
彦
『
海
と
列
島
の
中
世
騙
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
…
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
二
年
。

　
網
野
善
彦
糊
日
本
社
会
再
考
睡
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。
大
林
太
良
『
海
の
道

　
海
の
民
』
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

⑥
網
野
善
彦
（
ほ
か
編
）
『
海
と
列
島
文
化
財
全
二
巻
（
別
巻
含
む
）
、
小
学
館
、

　
一
九
九
〇
～
一
九
九
二
年
。
野
地
恒
有
『
漁
民
の
世
界
』
、
講
談
社
、
二
〇
〇
八

　
年
。
後
藤
明
隅
海
か
ら
見
た
B
本
人
嚇
、
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
。

⑥
農
耕
社
会
に
つ
い
て
は
、
都
出
比
呂
志
の
き
わ
め
て
優
れ
た
研
究
が
あ
る
（
都

　
出
比
呂
志
『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
』
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
九
年
）
の
で
、

　
正
確
に
は
、
「
古
く
て
新
し
い
」
研
究
視
点
で
あ
る
。

⑦
柴
田
武
・
山
田
進
（
編
）
『
類
語
大
辞
典
睡
、
講
談
社
、
エ
O
O
二
年
。

⑧
甲
元
真
之
「
考
古
学
に
よ
る
生
業
研
究
の
あ
ゆ
み
」
噸
生
業
か
ら
み
る
日
本
史
輪

　
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
吉
耕
弘
文
館
、
工
O
O
八
年
。
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「海の古墳」研究の意義、隈界、展望（魚津〉

⑨
～
瀬
和
夫
門
総
論
生
業
の
痕
跡
」
『
古
墳
時
代
の
考
古
学
臨
5
特
代
を
支
え

　
た
生
産
と
技
術
、
暗
影
社
、
二
〇
｝
二
年
。

⑩
松
井
健
「
序
章
呪
生
業
と
生
産
の
細
緻
的
豊
麗
』
と
民
族
誌
と
い
う
企

　
図
」
糊
生
業
と
生
塵
の
社
会
的
布
置
』
国
立
民
族
学
博
物
館
論
集
1
、
岩
田
書
院
、

　
二
〇
一
二
年
、
五
頁
。

⑪
森
下
智
恵
「
若
狭
の
土
番
製
塩
の
盛
行
と
古
墳
」
『
古
墳
時
代
の
海
人
集
麟
を

　
再
検
討
す
る
』
発
表
要
旨
集
、
第
五
六
圓
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
実
行
委
員
会
、

　
一
一
〇
〇
七
年
。
大
久
保
徹
也
「
塩
生
産
・
流
通
の
古
墳
蒔
代
後
期
的
特
質
に
つ
い

　
て
」
『
古
墳
醇
代
の
海
人
集
霞
を
再
検
討
す
る
恥
発
表
要
旨
集
、
第
五
六
園
埋
蔵

　
文
化
財
研
究
集
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
。

⑫
冨
量
見
泰
彦
「
漁
場
と
製
塩
扁
㎎
古
墳
特
代
の
考
古
学
』
5
時
代
を
支
え
た
生

　
産
と
技
術
、
二
成
社
、
二
〇
一
二
年
。

⑬
魚
津
知
克
「
漁
具
と
漁
業
生
産
」
『
古
墳
時
代
の
考
古
学
㎞
5
時
代
を
支
え
た

　
生
産
と
技
術
、
同
奥
社
、
二
〇
一
二
年
。

⑭
　
瞬
田
精
司
「
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗
」
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
、

　
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
。
吉
村
武
彦
轟
天
皇
㎞
の
誕
生
と
山
海
の
政
」
糊
美
と
新

　
生
匝
、
東
信
堂
、
　
一
九
入
八
年
。

⑮
森
田
喜
久
男
『
日
本
古
代
の
王
権
と
山
野
河
海
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九

　
年
。

⑯
　
下
垂
仁
志
明
古
墳
晴
代
の
王
権
構
造
螂
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
＝
年
。

⑰
溝
口
孝
潤
門
弥
生
社
会
の
組
織
と
そ
の
成
層
化
」
『
考
古
学
研
究
』
第
五
七
巻

　
第
二
号
、
二
〇
｝
○
年
。

⑱
注
⑮
前
掲
書
。

⑲
堅
田
直
噸
磯
間
岩
陰
遺
跡
調
査
概
要
㎞
、
田
辺
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
〇
年
。

⑳
魚
津
知
克
「
古
墳
時
代
社
会
に
お
け
る
鉄
製
漁
具
副
募
の
意
義
」
『
遠
鰻
登
纂
』
、

　
『
遠
古
歌
饗
㎞
刊
行
会
、
二
〇
｝
○
年
。
魚
津
知
克
「
霞
韓
の
漁
具
扁
『
武
器
・

　
武
具
舛
農
工
具
・
漁
具
徳
、
「
韓
日
交
渉
潮
考
古
学
⊥
二
国
・
古
墳
時
代
」
研
究
会
、

　
二
〇
一
四
年
。

㊧
　
武
末
純
一
「
三
韓
と
倭
の
交
流
」
『
国
立
歴
史
群
俗
博
物
館
研
究
報
告
㎞
第
一

　
五
一
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
。

⑫
　
自
井
克
也
門
鵜
島
貿
易
と
原
の
辻
貿
易
一
明
弥
生
時
代
の
交
易
睦
第
霞
九
回
埋

　
蔵
文
化
財
研
究
集
会
発
表
要
旨
集
、
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
四
九
回
研
究
集
会
実

　
行
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
。
久
住
猛
雄
廻
博
多
湾
貿
易
』
の
成
立
と
解
体
」
『
考

　
古
学
研
究
㎞
第
五
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
七
年
。

⑬
森
本
徹
門
群
集
墳
の
類
型
か
ら
み
た
海
の
群
集
墳
一
剛
海
の
古
墳
を
考
え
る
㎞

　
1
、
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
、
二
〇
～
～
年
。

⑳
　
前
掲
論
文
一
四
六
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
森
本
が
提
示
し
た
地
理
空
聞
モ
デ
ル
は
、

　
松
尾
充
晶
が
提
示
し
た
八
世
紀
の
地
域
社
会
に
お
け
る
村
落
と
社
と
の
関
係
モ
デ

　
ル
（
松
尾
充
品
「
古
代
の
祭
肥
空
間
」
噸
史
林
廊
九
経
巻
～
号
、
二
〇
一
五
年
、

　
一
　
三
頁
）
と
共
通
す
る
。
松
尾
は
、
「
こ
う
し
た
社
は
、
水
系
や
浜
と
い
っ
た
自

　
然
環
境
要
因
に
基
づ
く
生
業
単
位
に
対
応
す
る
」
と
結
論
付
け
て
お
り
（
岡
一
三

　
頁
）
、
通
時
的
要
素
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑳
　
弘
田
和
司
門
喜
兵
衛
島
古
墳
群
の
形
成
と
そ
の
特
質
嚥
瑚
喜
兵
衛
島
嘘
、
『
喜
兵

　
衛
島
㎞
刊
行
会
、
～
九
九
九
年
。

⑳
　
尾
上
元
規
「
副
葬
品
か
ら
み
た
喜
兵
衛
島
古
墳
群
の
性
格
」
『
喜
兵
衛
島
㎏
、

　
魍
喜
兵
衛
島
㎞
刊
行
会
、
｝
九
九
九
年
。

⑳
　
安
室
知
「
呵
農
漁
民
睡
は
『
半
農
半
漁
出
を
超
え
ら
れ
る
か
」
魍
非
文
字
資
料
研

　
究
謡
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
露
文
化
研
究
所
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
…
、
二
〇

　
一
〇
年
。
安
室
知
「
『
百
姓
漁
師
㎞
と
『
漁
師
百
姓
㎞
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
研
究
報
告
』
第
一
六
二
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
工
○
…
一
年
。
な
お
、
筆

　
者
は
、
現
在
で
も
無
人
の
喜
兵
衛
島
で
は
な
く
、
「
生
活
基
盤
で
あ
る
地
域
」
（
注

　
㊧
森
本
論
文
）
内
の
別
の
場
所
で
農
耕
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
高
橋
真
希
が
、
律
令
組
下
で
海
部
が
農
耕
に
携
わ

　
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り
（
高
橋
真
希
門
海
部
と
米
生
産
」
『
考
古
学
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と
生
活
文
化
幅
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
V
、
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー

　
ズ
刊
行
会
、
～
九
九
二
年
）
、
興
味
深
い
。

⑳
　
第
三
章
注
⑫
前
掲
久
保
二
〇
〇
三
年
、
三
二
六
頁
。

⑳
　
な
ぜ
、
こ
の
二
つ
の
論
理
は
、
同
時
に
存
在
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
個
入
の
レ

　
ベ
ル
で
は
、
身
体
性
へ
と
帰
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

　
考
古
学
的
に
研
究
す
る
場
合
、
資
料
操
作
に
お
い
て
重
要
と
な
る
概
念
は
、
動
作

　
連
鎖
（
山
中
一
郎
「
動
作
連
鎖
の
概
念
を
巡
っ
て
扁
『
B
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇

　
九
年
度
戯
形
大
会
研
究
発
表
資
料
集
』
、
B
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
九
年
度
山
形

大
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
と
考
え
る
。
～
方
、
集
団
レ
ベ
ル
で

は
、
（
生
産
）
構
造
と
（
生
業
）
行
為
と
の
関
連
性
の
追
及
と
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、

本
来
は
社
会
学
的
概
念
（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
『
社
会
の
構
成
』
、
門
田
健

　
訳
、
勤
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
な
が
ら
、
考
古
学
研
究
に
お
い
て
も
導
入
事

例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
、
行
為
者
性
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
　
三
好
玄
「
首
長
制
と

は
何
か
㎏
『
考
古
学
研
究
六
〇
の
論
点
幅
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）
と
い

う
概
念
が
鍵
と
な
り
う
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
改
め
て

論
じ
た
い
。
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終
章
　
…
海
と
い
う
視
点

　
以
上
、
「
海
の
古
墳
」
研
究
の
意
義
、
限
界
、
展
望
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
で
き
る
だ
け
冷
静
に
、
客
観
的
な
事
実
の
提
示
に
つ
と
め
た

つ
も
り
で
あ
る
が
、
一
部
で
筆
者
の
想
念
が
溢
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ど
う
か
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
球
上
の
す
べ
て
の
大
陸
を
、
海
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
と
す
る
と
、
海
の
近
く
に
墳
墓
を
築
く
こ
と
は
特
段
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う

に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
人
類
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
海
（
も
し
く
は
湖
）
の
近
く
に
墓
や
祭
紀
場
を
好
ん
で
築
い
た
時
代
や
地
域
と
、
海

が
埋
葬
地
と
し
て
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
時
代
や
地
域
と
の
双
方
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
前
者
の
代
表
例
と
し

て
、
日
本
列
島
に
お
け
る
「
海
の
古
墳
」
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
視
点
か
ら
、
世
界
各
地
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
「
海
の

古
墳
」
の
特
性
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
第
三
章
で
論
じ
た
、
研
究
上
の
限
界
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
、
限
界
の
先
に
は
、
古
代
世
界
全
体
へ
と
開
か
れ
た
海
路
が
あ
る
。

そ
の
海
路
は
、
「
海
ゆ
か
ば
」
の
よ
う
な
、
統
治
原
理
の
礼
讃
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら
唱
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

挿
図
出
典

第
1
図
郭
手
前
大
学
史
学
研
究
所
撮
影

（
G
£
O
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
委
託
）

第
2
図
　
神
戸
市
教
育
委
員
会
提
供
（
前
田
佳
久
・
浅
谷
誠
吾
「
舞
子
浜
選
国
縫
7

　
次
調
査
」
『
平
成
5
年
度
神
戸
市
埋
蔵
文
化
財
年
報
』
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、



　
一
九
九
∴
ハ
年
掲
載
原
版
）

第
3
図
　
田
邊
朋
宏
（
編
）
噸
免
鳥
古
墳
群
　
範
囲
確
認
調
査
概
要
報
告
書
㎞
、
福
井

　
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
（
福
井
市
教
育
委
員
会
原
図
提
供
一
筆
者
に
よ
り

　
説
明
語
句
追
加
）

第
4
図
　
安
田
滋
（
編
）
『
西
求
女
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
睡
、
神
戸
市
教
育
委
員

　
会
文
化
財
課
、
二
〇
〇
四
年
（
筆
者
に
よ
り
説
明
語
句
追
加
）

第
5
図
竹
村
忠
洋
・
白
谷
朋
世
（
編
）
『
打
出
小
槌
遺
跡
（
第
4
1
地
点
）
発
掘

　
調
査
報
告
害
㎏
芦
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
第
6
6
集
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会
、
二

　
〇
〇
七
年
（
筆
者
に
よ
り
説
明
語
句
追
加
・
鶴
除
）

第
6
図
　
早
野
浩
二
門
臨
海
の
古
墳
時
代
集
落
」
『
研
究
紀
要
』
第
8
号
、
財
団
法

　
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
…
、
二
〇
〇
五

　
年

第
7
図
　
森
田
喜
久
男
『
日
本
古
代
の
王
権
と
山
野
河
海
㎞
、
吉
堀
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
九
年

第
8
図
　
1
　
喜
兵
衛
島
研
究
会
鴨
喜
兵
衛
島
㎞
、
『
喜
兵
衛
島
暁
刊
行
会
、
一
九
九

　
九
年
（
筆
者
に
よ
り
黒
枠
・
説
明
語
句
追
加
）

　
　
　
　
2
　
弘
田
和
司
「
喜
兵
爾
島
古
墳
群
の
形
成
と
そ
の
特
質
」
魍
喜
兵
衛
島
㎞
、

　
噸
喜
兵
衛
島
㎞
刊
行
会
、
～
九
九
九
年
（
筆
者
に
よ
り
説
明
語
句
追
加
）

（
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
主
任
）
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was　fully　cognizant　of　the　necessity　of　constantiy　enhancing　the　ROC’s

image　by　the　external　display　of　the　systematic　superiority　of　the　ROC　over

the　PRC．　The　U．S．　then　sought　a　means　of　realizing　high　growth　in　the

Taiwanese　economy　within　the　liberal　system，　and　with　that　goal　in　mind　it

put　genuine　pressure　on　the　ROC　from　1959．　As　noted　above，　the　demands

on　the　ROC　for　systematic　reform　at　the　end　of　the　same　year　were　Rothing

other　than　the　result　of　this　policy，　and　the　change　in　the　character　of

Taiwan　policy　shifting　to　an　emphasis　on　the　ecoRomy　was　implemented　in　a

series　of　processes　that　culminated　in　these　demands．　ln　this　manner，　under

the　new　Taiwan　policy　aRd　the　increasingly　dire　circumstances　of　the　Cold

War　struggle　over　systems　and　ideology，　Taiwan　appealed　to　international

society　using　its　economic　growth　as　a　showcase，　fulfilling　the　same　function

as　West　Berlin，　an　isolated　island　on　the　European　continent，　as　an　island　in

the　Far　East．

The　Significance，　Limitations　and　Prospects　of　Research　on　Tumuli

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Graves　by　the　Sea

by

UOZU　Tomokatsu

　　Within　the　tumuli　and　graves　of　the　Kofun　period　in　Japan，　there　are　some

situated　near　the　sea．　ln　this　article，　1　define　the　tumuli　and　graves

constructed　near　the　sea　by　those　whose　livelihood　was　deeply　connected

with　and　centered　on　the　sea　as　“tumuli　and　graves　by　the　sea，”　and　I　argue

the　benefit　and　limitations　of　the　concept　of　tumuli　and　graves　by　the　sea

and　then　state　the　prospects　for　future　study．

　　In　the　first　section，　1　point　out　the　following　two　points　regarding　the

significance　of　this　research，　The　first　became　the　impetus　for　a　re－

evaluation　of　the　location　of　tumuli．　The　second　can　be　called　the

establishment　of　a　perspeetive　on　tumuli　and　graves　by　the　sea　as　one　form

of　coastal　archaeological　site　that　earlier　human　societies　had　left　in　terms　of

the　natural　environment　of　the　sea．　Both　have　great　significance　in

highlightiRg　the　essence　of　tumuli　that　were　“tombs　for　ruling　the　land”　in

an　overview　of　all　tumuli　society．
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　　In　the　second　section，　1　classified　the　tumuli　and　graves　by　the　sea　and

provided　specific　examples　of　each　type．　1　focused　on　three　points　of

classification－size，　location，　and　the　relationship　of　tke　face　of　the　tumulus

to　the　seashore．　Among　these　relationships，　the　relationship　of　the　face　of　the

tumuli　and　the　seashore　was　a　criterion　that　only　applied　to　the　three　types

of　keyhole－shaped　tumulus　mounds，　i．e。εθ砂6ん66πノ珈，　zθ砂6　h∂乃6プ初7z，　and

hetatekai－shiki　ltofztn．　By　this　method，　1　was　able　to　elucidate　the　trends　in

location　and　period　in　which　tumuli　aRd　graves　by　the　sea　were　built　from

the　period　of　members　of　regional　groups　to　that　of　the　Yamato　kingdom．

　　In　the　third　sectioR，　1　iRdicate　the　limitations　currently　facing　the　study　of

tumuli　and　graves　by　the　sea．　This，　in　other　words，　is　a　problem　of　definition．

The　following　are　the　two　principal　definitions．　The　first　is　of　limited　utility

for　scholarship　because　there　is　a　lack　of　sources　that　would　clarify　the

extent　of　tumuli　and　graves　by　the　sea．　The　second　is　of　limited　use　in

scholarship　because　the　definition　of　“human　activity　centered　on　the　sea”　is

unclear．　There　has　been　some　excellent　scholarship　that　aliows　us　to

overcome　these　limitations，　but　the　number　has　been　insufficient　to　be

applied　to　archaeological　artifacts　throughout　Japan．

　　In　the　fourth　section，1　indicate　future　prospects　of　the　study　of　tumuli　and

graves　by　the　sea．　The　activities　of　production　and　creation　that　used　the

sea　and　products　of　the　sea　as　resources　unquestionably　played　a　major　role

in　the　formation　of　political　authority　during　the　Kofun　period．　ln　addition，

transport，　trade，　diplomacy，　military　and　residential　practices　conducted　near

the　sea　because　it　was　an　archipelago　were　a　powerful　motive　force　in　the

social　change　of　the　Kofun　period，　The　author　particularly　points　out　the

contribution　to　theories　of　ancient　livelihood　and　production　and　Yamato

kingship　through　the　study　of　tumuli　and　graves　by　the　sea．

　　Two　points　can　be　offered　as　the　chief　results　of　this　research．　First，　is　an

effective　grasp　of　the　issues　in　this　research　due　the　recognition　of　the

limitations　of　the　methodology　of　the　research．　The　study　of　tumuli　and

graves　by　the　sea　is　bound　by　limitations．　However，　precisely　for　this　reason，

the　issues　that　set　the　limitations　are　easily　grasped　in　principle．　Based　on

the　achievements　of　the　study　of　kofun，　but　also　going　beyond　their

boundaries，　the　inquiry　into　the　Kofun　period　itself　becomes　possible　through

a　study　of　tumuli　and　graves　by　the　sea．　Second　is　the　fact　that　1　succeeded

in　abstracting　two　types　of　logic：　the　logic　of　rule　and　the　logic　of　life　that

coexisted　in　Kofun　period　society．　The　former　was　the　logic　that　through　the

Yamato　monarchy　and　regional　rule　permeated　and　made　livelihoods
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productive．　The　latter　was　the　logic　created　through　the　geReral　populace

liviRg　and　accepting　of　the　rulers　that　made　a　livelihood　of　production．

　　All　the　continents　on　this　earth　are　surrounded　by　the　sea　lt　can　be

assumed　that　constructing　graves　and　tumuli　near　the　seas　was　not　rare．

However，　in　human　history，　there　were　both　eras　and　regions　in　which　there

was　a　preference　for　building　graves　and　ritual　sites　near　the　seacoast　aRd

others　eras　aRd　regions　in　which　there　was　almost　no　consciousness　of　the

seaside　being　a　burial　place．　From　this　point　of　view，　having　conducted　a

comparison　of　sites　around　the　world，　we　are　iikely　to　further　clarify　the

special　characteristics　of　tumuli　and　graves　by　the　sea．
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